Express サーバや添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


Express サーバの特長 ( 一 2 ページ） . Express サーバの特長や添が（または別売品)のソ 

フトウェア、およびを種オプションとソフトウェ 
アの組み合わせによって実現できるシステム管理 
のための機能について説明しています。 


導入じあたって （一7ページ） . 

お客様登録 (一 13 ページ） . 

セットアップを始める前に (一 14 ページ） . 

Windows 2000 のセットアップ (一 16 ぺージ） .. 

Windows NT 4.0 のセットアップ (一 37 ぺージ) 

NetWare のセツトアップ （一 60 ページ） . 


Express サーバをご利用されるシステムを構築す 
る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なる了 ドバイスが記載されています。 

お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800 シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップの順唐を説明します。お使いになる 
オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

Windows 2000 で運用する場合のシステムの 
セットアップの方まじついて説明しています。 

Windows NT 4.0 で運用する場合のシステムの 
セットアップの方法について説明しています。 

NetWare で運用する場合のシステムのセツトアツ 
プの方まについて説明しています。 


ONL-072bN-110Ee/110EeS-000-01-0201 













Express ヴーバの特長 


お買い求めじなられた Express サーバの特長を次に示します。 



性能 


• Intel ® Pentium ® III Processor または 
Intel ® Celeron ® Processor を搭載 
• 大容量セカンドキャッシュ 
— Intel ® Pentium ® III 

Processor モデ J レ： 2 己 6 K 目 

— Intel ® Celeron ® 

Processor モデル： 1 28 KB 

• 高速100 BASE - TX /10 BASE-T インタ 
フエー ス （ 100 Mbps / 1 0 Mbps 対応） 
• 高速ディスクアクセス 



岡張性 _ 

• PGI バス x 4 ス□、ソト 

• AGP バス x 1 ス□、ソト 

• 最大1.己 GB の大容量メモリ 

• USB 対応 (Windows NT 4.0 では対応 
したドライバが必要） 



信頼性 


• メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビ、ソトエ 
ラーお出） 

• バスパリティエラー檢化 
• 温度お知 
• 異常お知 

• CPU ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• 目 I 0 S パスワード機能 



ESMPR 0 シリーズ 


* ミ乘付の CD-ROM EXPRESSBUILDER (こは 「 MWA 」 と 
いう管理ユーティリティがありますが、本装置では 
サポートされていません。 


0ぐに使える 

• ビルド-トゥ•オーダにてあ6かじめ使用する 0 S 
のインストールやオプションの取りがけを行うこ 
ともできます。 


胃富な機能搭載 

• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation 
mode ) フォーマツトをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


巧機能 

DUMP スイ、ソチ(こよるメモリダンプ機能 


回己診断機能 

• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム 彰断 ( T & D ) ユーティリティ 


胃電力機能 

スリープ機能 (Windows 2000のみ) 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBULDER ( システムセットアップユーテイリテイ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成 : ！ーティリティ） 
参 SETUP 旧10 S セットアップユーティリテイ） 
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Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといった八ードウエア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた I 
めのバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保する " 
ことができます。 ^ 
を機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアじより実現しています。 A 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

ディスクミラーリングコント□-ラ* 
ディスクアレイコント□-ラ* 

DAT/At など* 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO / ServerAgent 、 
FastCheck、GAM (Global Array 
Manager ) 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT * 
BackupExec *、 NetBackup 

電源管理 

無停電電源装置 ( UPS )* 

ESMPRO/UPSController 
PowerChute plu ジ 
(を）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
し J ます。 

ネットワーク管理 

100 BASE - TX 接続ボード 
目4680接続ボード* 

ESMPRO / Netvisor * 


* オプション製品。なお、 Express 5800/1 10 EeS ではサポートしていないものもあります。 


サーバ管理 

Express サーバはシステム ボー ド上に標準でリソース監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されている]: i 下のを種リソースを監視します。これらの八ードウエア機能と Express 
サーバ管理用ソフトウエア rESMPRO / ServerManager 」、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」が連 
携し、サーバの稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通 
報します。 


監視対象 

機能 

CPU 

稼動監視機能、 CPU 負荷率の監視機能/高負荷のそ防機能 

メモリ 

ECC メモリビットエラーお出/訂正機能、メモリ使用率の管理機能 

冷却ファン 

CPU ファン稼動状態の監視機能 

温度 

温度監視機能 

電圧 

電圧監視機能 

サーバ電源 

電源スイッチ OFF (こよるシャットダウン機能、シャットダウン後の自 
動電源 OFF 


，: ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgen は、 Express サーバに標準で添付されて 

います。各ソフトウエアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウてアの説明を参照 
- してくださし、。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを搭載-接続できる Express サーバを管理するためじ次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることに 
つながると言えます。 Express サーバが提供するディスクアレイコント□-ラ （SCSI 用、才 
プション）およびディスクミラーリングコント□ーラ （IDE 用、オプション）を使用することに 
より、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができま 
す。 


ディスクアレイコント□-ラ作 xpress 5800/1 10EeS ではディスクアレイコント□-ラはサ 
ポートしていません)は搭載した八ードディスクをディスクアレイ構成で運用-管理するこ 
とができる PCI ボードです。ディスクアレイコント□ーラが提供する主な機能は次のとおり 
です。 


ディスクアレイコント 
□ーラの機能 

機能の概要 

レベル 

RAID 0、1、5、6のを RAID レベルをサポート 

オートリビルド 

故障した八ードディスクを新品の八ードディスク(こ交換した後、残り 
の八ードディスクのデータか6故障した八ードディスクが持っていた 
データを自動的に復元します。 


ディスクアレイの設をは、 Express サーバのセットアップツール r シームレスセットアップ」 
で設定できます。より詳細な設ををするときは、ボードのチップに搭載されている 「RAID 
EzAssisUN 8103 -52 の場合）」または EXPRESS 巨 UILDER にバンドルされている 「Mylex 
DAC〕 ンフィグレーシヨンユーティリティ （N8503-44 の場合)」を使用してください。使用 
方法については、「ソフトウエア編」またはオンラインド车ュメントを参照してください。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーテイリテイ 「Global Array Manager (GAM) J 
を使用します。 


ディスクミラーリングコント□ーラは、 Express サーバに内蔵の八ードディスク （IDE) をディ 
スクアレイにするための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAD0、 1のを RAID レベルをサポートしています。 

ディスクミラーリングコント□ーラの制御やを種設定はコント□ーラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクミラーリングコント 
□ー ラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティリティ 「FastCheck」 を使用します。使用 
方まについては、「ソフトウエア編」またはオンラインドキュメントを参照してください。 
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バックアップ管理 


定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備え 
る最も基本的な対応です。 

Express サーバじは、データバックアップ用の大容量記 
'憶装置と自動バックアップのためのを種ソフトウエアが 
用意されています。容量や転送スピード、バックアップ 
スケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせて 
利用してください。 



DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格 
としての互換性も備えており、広 
く利用されているバックアップメ 
ディア。ル〜中規模システム向 
け。 



AIT 

中規模システム向け。 
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していません） 
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NTBackup 


ARCserve 



BackupExec 


NetBackup 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 2000 /Windows NT 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行う時に使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用巧能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどじ対応可能。 

BackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用巧能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどじ対応可能。 

NetBackup (ベリタス社） 

異種プラ、ソトフォーム環境で統合的な制御/管理を実現し 
た、 BackupExec の上位レベルバックアップツール。基幹業務な 
ど大規模システムまで対応。オープンファイルバックアップ、 
Disaster Recovery を標準サポート。 D 目オンラインバックアップ 
など(こ対応可能。 


導入編 
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電源管理 


商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひ 
とつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障 
などがシステムダウンの要因となる場合があります。 

無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商 
用電源の電圧が低下し始めると、自動的にバッテリから電源 
を供給。システムの停止を防ぎます。システム管理者は、そ 
の閨にファイルの保存など、必要な処理を行うことができま 
す。さらに電圧や電流の変動を抑え、電源装置の寿命を延ば 
して平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュール等によるサーバの自動-無人運転を実現することも 
できます。 

Express サーパでは、 NEC 社製多機能 UPS(l-UPSPro) と、 APC 社製 Smart-UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO/UPSController、PowerChute 戶 / las で 
管理-制御します。 



ネットワーク管理 


ESMPRO/ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent を使 
用することにより、 Express サーバに内蔵されている LAN 
カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができま 
す。 

また、別売の ESMPRO/Netvisor を利用することにより、 
ネットワーク全体の管理を行うことができます。 
































導入に友たつて 

Express サーバを導入するにあたって重要なポイントじついて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 JU 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「Express サーバの特長」での説明のとおり、 Express サーバでは 
運用管理-信頼性に関するろくの八ードウェア機能や添付ソフ 
トウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うな運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な八ード 
ウェアおよびソフトウエアのインスIル/設をを行ってくださ 
い。 


稼動が況-障害の監視、および保守 

Express サーバにネ票準でミ！がされた 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / 
56^6「八96が」を利用することによリ、リモートからサーバの稼動状ミ兄や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーバを運用する際は、 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 、 「ESMPRO/ServerAgent」 
を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低〕ストで Express 5800シ 
リーズの障害監視.保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス」をご利用することもご橫討ください。 



導入編 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時のげ態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの化荷時の状態を磕 
認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I -ール状態について 

Express サーバでは、ご注文により化荷時の状態に次の3種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド•トウ•才ーダーじて Windows 2000を購入された場 

ム 
口 0 

プレインストール 

ビルド-トウ-才ーダーじて Windows NT 4.0 を購入された場 

ム 
口 0 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トウ•オーダーによ 
る OS のインストールを希望されなかった場合。 


出)荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。15ページの説明に従ってセットアップを行ってください。 

• パーテイシヨン構成について 


Express サーバでは、セツトアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守 
用パーティション）が自動的に作成されます。 



保守用ノ くーテイシヨン(約1 6 MB ) 


Express サーバの保守ユーティリティで使用する共通モジュールが格納されていまず。ま 
た、 EXPRESSBUILDER でのセットアップ時に作業領域としても利用されます。オペレー 
ティ ングシステムか 6 は旧 SA ユーティリティ」、または rMAINTE _ P 」 の FAT パーティシヨ 
ンとして認識されます。 

Pl ： 出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保ず用パー 
r^^TFI ティシヨンは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップをすると 

自動的に保ず用パーティシヨンを作成することができます。 


8 




























セットアツプの手順を確認しましょう 



システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか 
十分に橫討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害対策の検討 

Express サーバの八ードウェアが提供する機能や採用する才 
ペレーティングシステムによって運用方針やセキュリティ、 

障害への対策方法が異なります。 

["Express サーバの特長 （2 ぺージ)」に示す Express サーバの 
八ードウェアやソフトウェアが提供する機能を十分に利用し 
たシステムを構築できるよう橫討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会 
社、および弊社営業担当にご相談されることもひとつの手だ 
てです。 

2. 八ードウェアのセットアップ 

Express サーバの電源を ON じできるまでのセッ 
トアップをお実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状 
態にセットアップしてください。詳しくは、14 
ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプション 
の取り付けや設置、周辺機器の接続に力日えて、 

内部的なパラメータのセットアップも含まれま 
す。ご使用になる環境に合わせたパラメータの 
設定はオペレーティングシステムや管理用ソフ 
トウェアと連携した機能を利用するためじ大切 
な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設をといった八ードウェアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウェアのインスI-ールに進みます。 



導入編 
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く初めてのセツトアップの場合> 


初めてのセットアップでは、お客様がを文の際 
に指をされたインス I '''ールの状態じよってセッ 
トアップの方法が異なります。 

r カスタムインストール」を指をして購入された 
場合は、 Express サーバの電源を ON にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セット 
アップの途中で表示される画面のメッセージに 
従って必要事項を入力していけばセットアップ 
は71^ J しまず。 

r プレインストール」を指をして購入された場合 
か r ホインストール」にて購入された場合は、添 
付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 が提供す 
る自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用します。シームレス 
セットアップでは、はじめにセットアップに必 
要な情報を選択-入力するだけであとの作業は 
シームレス（切れ目な <) で自動的に行われま 
す。 




く再セットアップの場合> 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

[インス I ルする 0 S によってシームレスセットアップの手順び少しだけ変わります] 

Express 5800/1 10 Ee がサポートしている OS は次のとおりです。 

参 Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版似降 、 [Windows NT 4.0」と呼ぶ） 

• Novell ® NetWare ® 3.2 J /4.2 ( 日本語版)/5 ( 日本語版)/5.1 ( 日本語版） 

その他の 0S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店、または保守サービス会社に 
お問い合わせください。 


[Windows 2000」と 「Windows NT 4川では、 Express サーバ固有のセットアップ （0 S 
を除く）をシームレスセットアップが代わりに行ってくれます。セットアップでは、シー 
ムレスセットアップを利用することをお勧めします。 

「Novell NetWare 」 では、ディスクアレイの設をから保守用パーティシヨンの作成までを 
シームレスセットアップが行います。じ(降の作業 (0 S のインストールや設定など)はマ 
ニュアルで行います。詳しくは 「 NetWare のセットアップ」 (60 ページ)をご覧ください。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows 2000に関するセットアップについては32ぺージを、 
Windows NT 4.0に関するセットアップについては48ぺージをご覧ください。 































日.管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 


出!荷時にインストール済みの管理用ソフトウエアや、シームレスセットア 、ソフ やマニュ 
アルでインストールしたソフトウエアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、 
Express サーバを管理-監視できるソフトウエアもあります。併せてインス I -ールして 
ください。詳しくは r ソフトウエア編」をご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

Express サーバで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サーバに添付された 
ESMPRO / ServerAgent 、 ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必 
要となります。 

この後で説明するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従ってを 
ソフトウエアのインストール、および必要な設定を行ってください。 


管理 PC は Express サー 
パで代用できます。 


を運用管理機能を利用する際には、 t (下の点にごを意ください。 

ヴーノ（管理機能を利用するにあたって 

サーバのをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク / CPU ファン）の使用状ミ兄の監視やオペ 
レーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては E SMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定:が必要になります。詳細 
は、をソフトウエアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 
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ストレージ管理機能を利用するにあたって 

• ディスクアレイコント□—ラを使用する場合に xpress 日800/ I lOEeS ではディスク 
アレイコント□ーラはサポートしていません） 


- GAM ドライバ 、 GAM Server をインストールしておく必要があります。「ソフトウエ 
ア編」の 「Global Array Manager ( GAM )」 の説明に従って GAM ドライバ 、 GAM 
Server をインストールしてください。 

- Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアップツールを併用することじより、 
さらに、ディスク稼働率や予防保守性を高めることができます。 Mylex 製ディスクア 
レイシステムを構築する際は、 ART や自動クリーンアップツールも一緖にご利用さ 
れることをお勧めします。 

• ディスクミラーリングコント□ーラを使用する場合 

FastCheck をインス I ルしておく必要があります。「ソフトウてア編」の 「 FastCheck 」 
の説明に従ってインス I -ールやセツトアップをしてください。 


• バックアップファイルシステムを使用する場合 


DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープを使っ 
て定期的にへ、ソドを清掃するようムがけてください。 

へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラーの原因となり、 
データを正しくバックアップ/リストアできなくなりま 
す。テープドライブやテープの状態を監視する r テープ監 
視ツール」を使用することをお勤めします。テープ監視 
ツールについては r ソフトウエア編」を参照してください。 



電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専用の制御用 
ソフトウェア （ ESMPRO/UPSCont roller 、 

PowerChute plus ) または 、オペレーティングシステ 
ム標準の UPS サービスのセットアップが必要です。 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設定が必要です。「システム BIOS (149 ページ)」を参照して、電源連 
動機能 ( AC - LINK ) の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 












お客様登録 


NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか、または Club 
Express のインターネットホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 


lj ファイルの漏集を）表示がお詞こ入り嗟）、シールのヘルブ城 


， . 1な 這 逆' な 国- 

IJ 戻る 中止 更新 ホーム なまお気こ入り 履歴 

園， ^ 

^ール 巧刷 1 

' 尸ドレス也） 1 を） http :/ / acc . express . nec . co . jp / Main/maiaasp 

▼J みな助！リンクの1 





Express 日800シリーブ (1 00/600/50シリーブ)をごネリ用のお査様を巧象に様々 
な特典をご提供する登録制の会員サービス 「Club Express」 が新しくなりまし 
た。 

•会員登録巧みの方は一- 

登錄內容の変更、 ご購入いただいた製品の一質や新規登錄、わ問合せはこちら 
からお願い致します。 

Club Express Login 


♦ 初めての会員登録の方は… 

Express。 孤 0(100/600/ 日0シリーブ佩ご購入を検討されているお査敞しくはご贈 
人されてし^るお査様を巧象に、各種サービスや下記特典をご提供致します。 

会員登錄し、ただくと、会員 ID わなワードを発行し、ホ回挪まはその ID でサービス 
させてし、ただきます。是非この機会にご登錄をわ願し、致します。 

新規を録 


•CI ubExpress 会員番号 「 SSO **... J をわ持ちの方'は… 

2000年8月ツ前に ClubExpress 会員登錄された方は、会具 ID が変更とむりました。 
ゎ手数ですが肌から会員 ID 類手結きをゎ願い致します。 

CI ubExpress 会頁一のを知 


zl 


IT 


—1-| 该インターネット 


rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 


セットアップの順唐と参照するページを説明します。セットアップは八ードウエアから始めます。 

— "〇 Windows 2000インス I -- ルモデルには Express サーバ 
本体に Windows 2000のプ□ダクトキーび記載されたの 
ラベルが貼りつけ5れていまず 。 Windows 2000のセッ 
トアップや再インス I -ール時に必ず必要な情報でず。剔び 
したりミちしたりしないよう注意してください。もし剥びれ 
たりミちれたりして見えなくなった場合はお買い求めの販売 
店、または保守サービス会社に連絡してください。あ5か 
じめプ□ダクトキーの番号をメモし、他の添付品といつ 
しよにメモを保管されることをお勧めします。 




次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


1 . 別途購入されたオプションのメモリやボード、デバイスを取り付ける。（一118ページ） 

2. Express サーバを使用するのに最も適した場所觸撤(こ設置する。（一10己ぺージ） 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。（一107 
ぺージ） 


4. 添付の電源コードを Express サーバと電源コンセントに接続する。（一107ぺージ) 
己. Express サーバの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 


1巳2ぺ一 

W-0 


ジ(こ示す設定例を参考じして < ださい。 



使用する 0 S に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ-アンド- 
プレイをサポートするかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間び正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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ハードウェアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インス I ^ールの際にも参照してください。 


スタート 



シームレスセツトアップ 


-ジ 


シームレスセットアップで 
保守用パーテイシヨンの作成- 
保守用各種ユーテイ U テイの 
共通モジュールのインストール 
までを行^います。 


NetWare のセツトアップ 60ぺージ 


障害処理のためのセット 
アップ (Windows 2000) 

32ぺージ 

障害処理のためのセット 
アップ (WindowsNT 4.0) 

48ぺージ 


セットアップ完了 


カスタムインス!ル 
モデルのセットアップ 

16ぺージ 

(Windows 2000) 



シームレスセットアップ 

(Windows 2000) 

18ぺージ 

シームレスセットアップ 
(Windows NT 4.0) 

37ぺージ 



システムのセツトアツ 


導入編 
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Windows 2000のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセツトアツ 


Winsows 2000モデルを「ビルド•トゥ•才ーダー」にて「カスタムインストール」を指定し 
て購入された Express サーバの八ードディスクには、お客様がすぐに使えるようにパーティ 
シヨンの設をから、 OS 、 Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされ 
ています。 


^グ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 

めて電源を ON にするときのセットアップの方法(こついて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセツトアップをする場合は、「シームレスセツトアップ」 

を参照して < ださい。 


セットアップをはじめる前に〜購入時の状態について〜 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

Express サーバの八ードウエア構成(八ードディ 
スクのパーティシヨンサイズも含む）や八ード 
ディスクにインストールされているソフトウエア 
の構成は、購入前のお客様によるオーダー（ビル 
ド.トゥ.オーダー）によって異なります。 

ち図は、標準的な Express サーバの八ードデイス 
クの構成について図解しています。 


セットアップの手順 




八ードディスク 


_空をエリア 
• Windows 2000 

保守用パーティション 
(約 16 MB ) 


次の手順で Express サーバを起動して、セツトアップをします。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

iU 降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 
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4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知6せる画面が表示されます。 

己[完了]ボタンをクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

目.再起動後、システムに□グオンする。 

自動的にシステムのアップデートが実行され、再度 Express サーバが再起動します。 

7. 32ページを参照して r 障害処理のためのセットアップ」を行う。 

8 . 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定、およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• FastCheck * 

• Global Array Manager Server * 

• Global Array Manager Client * 

• 自動クリーンアップツール* 

• Array RecoveryTool 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定、また 
は確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用 
バンドルソフトウェア」を参照して使用環境(こ合った状態(こ設定してください。 

Express 5800/1 10EeS では 、 Global Array Manager Server、Global Array Manager Clien し自 
動クリーンアップツール 、 Array RecoveryTool 、 ESMPRO/UPSController をサポートしていな 
いため、プレインストールもされていません。 

W 上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESS 巨 UILDER の r シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows 2000 - Windows NT 4.0). を種ユーティリティのインストールまでを添付の 
CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。八ードディスクを購入時の状態と異な 
るパーティション設定で使用する場合や OS を再インストールする場合は、シームレスセッ 
トアップを使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクじ保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのこと 
を「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

jl ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を•選択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還がしなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98 、 Windows NT 3.51 じ(降、 
または Windows 2 00 0で動作しているコンピユータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておくことをお勧めし 
ます。 


ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法については、197ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

Windows 2000の中で本装置がサポートしている OS は 「 Microsoft ® Windows ® 2000 
Server 日本語版 ( JU 降 、 「Windows 2000」と呼ぶ)」です。 

Windows NT 4.0じついては、この後の項を参照してください。その他の OS をインストー 
ルするときはお買い求めの販売店、 または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、 202 ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインス!-ール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウエアの BIOS 設をなどを磕認してくださ 
い。巨 IOS の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイ 
など)に関する設定項目があります。149ページを参照して設定してください。 


Windows 20001こつし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついてを意してください。 

M-O • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定)をすベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書び添付されていますび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に32ページを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I ^ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合は、イ 
ンス I -ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除、および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 


導入編 
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MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときじ MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してく 
ださい。 


A - ドディスクの接続について 


OS をインストールする八ードディスクを接続している SCSI コント□ーラ]: i 外の SCSI コント 
□ーラに八ードディスクを接続する場合は、 OS をインストールした後から行ってください。 


作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

1000 M 目+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

1000 MB =インストールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 MB 

I n-O 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイズで 
す。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ 
情報(メモリダンプ)を採取できない場台びあります。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 


1000 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 M 目）二 2292 MB 


となります。 

■: シームレスセットアップでインストールしている場合は、2000 MB じ(上のパーティシヨンサ 

イズを作成してください。 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I "ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 じ格納されてし^ 
るオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーションサプリ 
メントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインストールに関す 
るを意事項が記載されています。 
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ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 



「 IVIAINTE _ P 」 

構成情報やユーティリティを保を 
ずるための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 


導入編 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 




Yes 


フ□ッピーディスクをセツトする 


確認 


■中止■セツトアップパラメータフアイルを選択ずる 


新規ファイル 


r 既巧のファイル 


0 S を選択ずる 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設定の確認-修正を行うか選択する 


行ラ 行わない 


再選択 
■が必要 ■ 
な場合 


設定を確認-入力をずる 


■ 

0 K 


■再選択 ■ 



ディスクアレイのコンフィグレーシヨン《1 

i 

再起動 

i 

保守用パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインストール 

再寺動※2 

0 S 八ーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

OS パー ティシヨンの フォー マット 

i 

NEC モジュー ルの コピー 

i 

選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


再起動後、インストール終了 


I :入力や選択び必要な作業 
:自動的に作業び進む内容 


《1デイスクアレイに関するコンフイグレーシヨンを行ラ設定をしている場合のみ。 
《2 0S の選択で[その他]、 [NetWare] を選択したときはここで終了ずる。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!-ールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 目 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 

I n-O システムの構成を変更した 場 台は r システムのアップデート」を行ってください。 


2 . 

3. 

4. 


周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

Express サーパの CD - ROM ドライブ(こ CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」をセツトする。 

CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 


Express サーバで使用するキーボードを 
選択する。 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニューが現れま 
す。このメニューは、1度設定を行うと 
じ(降は表示されません。 

しば6 くすると 「 EXPRESS 目 UILDER 
トップメニュー」が表示されます。 


「Express 已800シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright に） NEC Corporation 2001 


[[キ-ポ-ド選択] 


巧語キーボード 


己.[シームレスセットアップ]をクリックす 

る。 



導入編 
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目.「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブじセットし、[確認]ボタンをクリッ 
クする。 

I チェック I 

「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、空の 1.44 M 目のフォーマット済みフ 
□、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドライブにセツトし、[確認]ボタンをクリ 、ソク してく 
ださい。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場台] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
をを選択する。 

I チェック I 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せず(こそのままインストールを行う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順7へ進む 
[スキ ツ フ°]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 



[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 


[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リスト(こは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 



[確定] 

I 戻る I 




③リストボックスか6インストールす 
る [Windows 200 0] を選択する。 


Express 已800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Corporation 2001 


[作業手順] 

ーセッげリ T 情報の入力/確認 
テ’'ィスクアレイ]ンフィグレーンヨン 
备種トティリティのインストル 
システム]ンフベ’、レーンヨン 
"。-ティシヨンの作成 
"。-ティシヨンの丸-マット 
NEC モシ‘';！-ルの：1ピ- 
0S CD-ROM の： r- 
自動セット?ジ T の開始 


Iオペ レーテ ィングシステムインスIルメ ニユー 
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OS のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体にディスクアレイコ 
ント□ーラボードやディスクミラーリン 
グボードが搭載されている場合は、[アレ 
イディスクの設定]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要な6修正を行っ 
てから [次へ]ボタンをクリックしてくだ 
さし、 


[? W ドィ巧の語定] PROMISE テ‘ィスタミラづ:^^’クントロづ 


が''ィ巧の設定 

_ 1 1 する 

1 

RAID の作が 

1 巧な RAID を巧巧する 

1 

巧続ドィ巧の卜-如数 


1 

がブウを 術 制るドけ嫩 


1 

がックを 巧 成ずる RAID 


1 

ラ仆*—卜''の 


1 

ライトトト''の繼國 


1 


込 1 1 ホへ 

1 1、 が 1 


次(こ [N E C 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
行ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
ください(画面中の r 対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります。） 

降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフつボタンをクリックして設定を確認 
しながら画面を進めて<ださい。設定内 
容は必要じ応じて修正してください。 


I Izxpress 已800/XXX 


05の種類 

iV -テイシヨンの使用ちミち I 新規に作 

M 。 -ティションサイス’' (20 Q 0 MB 〜，全領域= *) I 40日已 
ファ極テムの N 
ヴ-ピ刀' 

インストル〇 


[Windows 200日 Server 


個テムの NTFS' 
ピ刀ドックの適用 


;への〕ン M 、、- 


I ずる 


I ずる 


[WINNT 


白諭 i I I ;夕へ I I M 17 I 


0 S をインストールするパーティシヨンは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

r ノくーティシヨンの使用方法」で r 既存ノくーティシヨンを使用する」を選択ずると、最初のパー 
ティシヨン (保守用パーティシヨンを除く） の情報は フオー マツ 卜され、ずべてなくなりま 
す。それ m がのノ\:—テイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノくーテイシヨンび用 
意されている場合に情報び削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

第 4 パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティションを設定ずる 
画面が表示されます。このとき表示される先頭にある161\/16の領域は、 Express 己800シ 
リーズ特有の構成情報や専用のユーティリティを保存ずるために使用されるノ くーティション 
です。この領域の削除は推奨しませんび、1目 MB の領域を確保させたくない場合は、マ 
ニュアルセットアップでインス!ルを行ってください。シームレスセットアップでは削除 
でさません。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域 ly 上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に2000 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を還択したとき、流用す 
るノくーティション m が(保守領域を除く）にノくーティションび存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インス I ルずることはでをません (20 ページ参照）。 

• 設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場台もありまず。 


導入編 
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•L 回 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還が画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置(こ添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 


9 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


追加ずるアプ U ケーシヨンのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 

foK I r 按了 I 


r 大容量記憶装置用 OEM-FD」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

foK I 「終了 1 


10. メッセージ(こ従って CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブにセツトする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 


11. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンをクリ、ソクするか < F 8> 
キーを押す。同意しない場合は、[同意し 
ません]ボタンをクリ、ソクするか < F 3> 
キーを押す。 



w-Oi^ 

• 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows 2000はインス!ルされません。 

• 「 Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」をインストールずるように設定して 
し、る場合は、最初の□グオン時に 「 Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」の 
詳細設定を行うように画面びポップアップされます。適切な値を設定してください。 
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12. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

①メッセージ(こ従って Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

③メッセージに従って Windows 2000 Service Pack 1 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセッ 
卜する。 

w - Ol ^ 

装置に Service PackUU 降の Service Pack び添付されている場合は 、 「Windows 2000 
RURX 対応 (Serivce Pack X )差分 FD インス! -- ル手順書」を参照して、差分 FD を適用して 
ください( X には、数字び入ります)。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに□グオン 
します。 

13. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

①スタートメニューか6[設定]をポイントし[ネットワークとダイヤルアップ接綱をクリックす 
る。 

[ネットワークとダイヤルアップ接続]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

③[□-カルエリア接続]アイコンをちクリックし、ポップアップメニューか6[プ□パティ]を 
クリ 、ソク する。 

[□一カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [構成]ボタンをクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

④ [詳細設定]タブをクリックし 、 [Link Speeds Duplex Mode ] を HUB の設定値と同じ值に設 
定する。 

⑥ネッ トワ— クアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [ OK ] ボタンをクリックする。 

(6) [□一カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリ、ソクする。 

また、必要(こ応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接綱か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

•L[12E] 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモ 
ニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 

14. <Windows 2000起動後に標準装備のネットワークドライバをインストールする場合のみ> 

①スタートメニューの[設定]一[コント□—ルパネル]一[システム]を選択する。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが開きます。 

③[八ードウエア]タブをクリックし、[デバイスマネージャ]ボタンをクリックする。 
[デバイスマネージャ]が開きます。 

③[ネットワークアダプタ]をダブルクリ、ソクし 、 [Realtek RTL 8139( A ) PCI Fast Ethernet 
Adapter ] をダブルクリ、ソクする。 

[Realtek RTL 8139( A ) PCI Fast Ethernet Adapter のプ□パティ]ダイア□グボックスが開 
きます。 
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④[ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのアップグレードウィザード]ダイア□グボックスが開きます。 

⑥ [次へ]ボタンをクリックする。 

⑥ [デバイス(こ最適なドライバを橫索 するな 隹鐵]ラジオボタンをクリックし、[次へ]ボタンをク 
リ 、ソクする。 

(7) CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」を CD - ROM ドライブ、じセットする。 

⑧ 嗎所を指茵チェックボックスにチェックし(他の項目はチェックをはずす）、[次へ]ボタンを 
クリ、ソク する。 

⑨ [製造元のファイルの〕ピー元]じの: ¥ WINNT ¥ W 2 K 」( rD 」 は、 CD-ROM ドライブさ))を指定 
し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

⑩ [完了]ボタンをクリックする。 

⑩しば6くして[次へ]ボタンをクリックする。 

しば6くすると、[デバイスドライバのアップグレードウィザードの完了]と表示されます 

⑩[閉じる]ボタンをクリ、ソクして 、 [Realtek RTL 8139( A / B / C /8130) PCI Fast Ethernet N に 
のプ□パティ ] ダイア□グボ、ソクスを閉じる。 

⑩ [デバイスマネージャ]、[システムの プ □パティ]、[コント□-ルパネル]を 閉じる。 

ネットワークドライバのインストール完了後に、手順13を参照して転送速度と Duplex モード 
の設定を巧ってください。 

1已.グラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバのアップデートをする。 

グラフィックスアクセラレータのアップデートは装置の型番 (N8XXX-XXX) によって異なります。 
型番は装置に貼6れている銘板に記載されています。 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

< N 8500 -6 日2/6日3/6日4/6日5/6日6/6日7の場合> 

① CD - ROM 「 EXPRESSBULDER 」を CD - ROM ドライブ、(こセットする。 

③スタートメニューの[プ□グラム]か 6[ Windows エクスプ □- ラ]をクリ 、ソク する。 

③ 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RAGEXL ¥ W 2 K ¥ disk 1」 ディレクトリ内 
のに etup . exe ] アイコンをダブルクリックする。 

④ メッセージ(こ従ってインストール作業を進める。 

途中で rat に mpad . sys 」 のファイルの格納先の入力を要求されます。 

⑥レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RAGEXL ¥ W 2 K ¥ disk 2」 と指定する。 

同様(こ ratinbtxx . sys 」 ファイルの格納先の入力を要求されます。 

⑥レ CD - ROM のドライブレター〉: ¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RAGEXL ¥ W 2 K ¥ disk 3」 と指定する。 

「デジタル署をが見つかりません」というメッセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

@指示(こ従ってシステムを再起動する。 

< N 81 00-687/691/791 /836、 N 8500 -687 の場合> 

① CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

③スタートメニューの[プ□グラム]一[アクセサリ]か6[エクスプ□ーラ]をクリックする。 

③ 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE ¥ RAGEXL ¥ W 2 K 」 ディレクトリ内の 
に etup . exe ] アイコンをダブルクリックする。 
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④メッセージに従ってインストール作業を進める。 

途中で「ディジタル署をが見つかりませんでした。..」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]ボタンをクリックして、インストールを続けてください。 

また、「不明なソフトウェアパッケージが見つかりませんでした。..」というメッセージが表 
示された場合も[はい]ボタンをクリックして、インストールを続けてください。 

⑥指示に従ってシステムを再起動する。 

1 巨. < Express 己800 /110 Ee をご使用時> 

Windows 2000で 1.2 M バイトのフ□、ソピーディスクを使用したい場合は、次の手順でフ□、ソピー 
ディスクドライバをアップデートする。 

①スタートメニューか6[プ□グラム]、[管理ツール]の順でポイントし、[コンピュータの管理] 
をクリ 、ソク する。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [デバイスマネージャ]をクリックする。 

デバイスの一覧が表示されます。 

③ CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」を CD - ROM ドライブ、(こセットする。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

④ デバイスの一覧より[フ□、ソピーディスクコント□-ラ]、[標準フ□、ソピーディスクコント 
□ーラ]の順でダブルクリ、ソクする。 

[標準フ□、ソピーディスクコント□—ラのプ□パティ]のダイア□グボックスが表示されます。 
⑥[ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのアップグレードウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

⑥ [デバイスドライバのアップグレードウィザー鬥で[次へ]ボタンをクリックし、「八ードウェ 
アデバイスドライバインス I -ール」画面を表示する。 

⑦ [八ードウェアデバイスドライバインス I ル]画面で[このデバイスの既®のドライバを表示 
して、その一覧か6選択する]ボタンをクリックし、[次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバの選択]画面を表示します。 

⑥[デバイスドライバの選択]画面で、[ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディ スウからインス トール]ダイア□グボックスが表示されます。 

⑨ 「 CD - ROM のドライブ: ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ FL 0 PPY ¥ VIA 」 と入力し [0 K ] ボタンをクリ、ソクす 

る。 

モデルに 「NEC 3 mode floppy disk controller 」 が表示されます。 

⑩ [次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのインストール開始]画面が表示されます。 

⑩[次へ]ボタンをクリックする。 

ファイルのコピーが始まります。ファイルのコピー中(こ、[デジタル署をが見つかりませんで 
した]のダイア□グボックスが表示されます。 

⑩[はい]ボタンをクリックする。 

コピー処理が終了し、[デバイスドライバのアップグレードウィザードの完了]画面が表示さ 
れます。 

⑩[完了]ボタンをクリックする。 

[NEC 3 mode floppy disk controller のプ□パティ]画面が表示されます。 
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( S ) [閉じる]ボタンをクリックする。 

[システム設定の変更]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

© [いいえ]ボタンをクリックする。 

(© デバイスの一覧より[フ□、ソピーディスクドライブ]、[フ□、ソピーディスクドライブ]の順で 
ダブルクリックする。 

[フ□、ソピーディスクドライブのプ□パティ]のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

⑩[ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライノ \のアップグレードウィザード]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

颇 i ： i 降、[標準フ□、ソピーディスクコント□-ラのプ□パティ]と同様の操作で実行し 、 [NEC 
3 mode floppy disk drive のプ□パティ]画面が表示されるまで作業を続ける。 

途中で表示されるモデルは 「NEC 3 mode floppy disk drive 」 と表示されます。 

® [NEC 3 mode floppy disk drive のプ□パティ]画面で欄じる]ボタンをクリ、ソクする。 

[システム設定の変更]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

(§) [はい]ボタンをクリックしシステムの再起動を実行する。 

再起動後、3モードフ□、ソピードライバが有効となります。 

17. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

18. 32ぺージの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

W 上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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SCSI ドライバ ( N 8103 -55) のセットアップ 

Windows 2000をインストールした後、 N 8103 -55 SCSI コント日ーラを取りがける場合 
は、 t (下の手順に従って N 8 103-55 SCSI ドライバをインストールしてください。 

なお、本ドライバをインストールするには 、 Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER が必要です。54ぺージの「サポートディスクを用意してください」を参 
照して、事前に作成してください。54ページの説明は Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER の作成手順を説明していますが、同様の手順で作成することができま 
す。ただし、作成に必要なフ□、ソピーディスクの枚数は1枚です。 

1. N 8103 -55 SCSI コント□-ラを取り付けて、システムを立ち上げる。 

[新しい八ードウエアウィザード]が起動します。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 


3 . 「このデバイスの既知のドライバを表示し 
て、その一覧か6選択する」を選択し、 
[次へ]ボタンをクリックする。 

4 . 「 SCSI と RAID コント□-ラ」を選択し 
て、[次へ]ボタンをクリックする。 

已 . 「Windows 2000 OEM DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をフ□、ソピーディ 
スクドライブにセットし、[ディスク使 
用]ボタンをクリックする。 


ハード0エ7デバイスドライバのイシストール 

デバイスドライバは、 A -ドウがデバイスがオペトティシヴシステムで正しくかなするように設定する 
リフトウ巧プ日ヴラムです。 


圆 


みのデ/的のド州做ップヴトドしまず 

Win2K AdvanSys Ultra2 Wide SCSI Adapter 


令 

子! S イスのドライ/巧巧し W トジむじ於ブヴトドすると、 


:、このデバイスのか巧び向上しをり、蝶能びお 


— デ"イスに最通な朽イ"をがまする(巧装)每 
で じの。 W スの臟的)ドライ调丢ミして、その一貨から猫 R お ⑩ i 


キャン垃レ」 


巨. 「 A :¥」 と入力し [0 K ] ボタンをクリックす 
る。 


7 . 製造元 rConnecl:Com Solutions , Inc 」、 
SCSI アダプタ 「 Win 2 K AdvanSys Ultra 2 
wide SCSI Adapter 」 を選択し、[次へ]ボ 
タンをクリ、ソクする。 

8 . デバイスドライバのインストール開始画 
面で[次へ]ボタンをクリックする。 


r デジタル署名び見つかりませんでし 
た。」というメッセージび表示され、 
「インス I ルを続行しますか？」と確 
認されることびありまず。[はい]を選 
択してください。 


デイスドライ"の适析 

この巧 S イスには、どのドライ J 巧イシスト-ルしますか？ 


图 


渗？スー。臟錦谁薇霍用モ激類龄 


r 製造元 ( M ): 


モデル(区)： 


ConnectCom Solutions, he. 
Promise Technology 


Win2K AdvanSys Ultra Wide SCSI Adapter 
Win2K AdvanSys Ultra3 Wide SCSI Adapter 


_< 戻るを)」み A 姐) > I _キサンセル _J 


ドライバのコピーが開始され、終了後、[完了]を選択すると、インストールは終了します。 

9 . システムを再起動する。 

10 . 再起動後、システムのアップデートを行う。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

n-O メモリダンプのま意 

♦ メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び巧います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび表示される場合びありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場台び 
あります。 


次の手順に従って設ちします。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンを ダ ブルクリ 、ソク する。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックする。 
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已.テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 


D :¥ MEMORY.DMP 


• デバッグ情報の書を込みは[カーネルメモリダンプ]を指定ずることを推奨しまず。 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量 +12 MBiy 上の空き容量のあるドライブを指定し 
て < ださい。 

• メモリを増設した場 S ホ、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量の確認を行ってください。なお、搭 
載メモリサイズが 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となりま 
す。空き容量は [2048 MB +12 MB 」 を目まにしてください。 

6 . [パフォーマンスオプション]ボタンをク 
リ、ソクする。 


7. [仮想メモリ]ダイア□グボックスの[変 
更]ボタンをクリックする。 


8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値 iU 上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 



• ^^、ず03パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合びあります。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (20 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明(こついてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] ボタンをクリックする。 


ワトソン博±の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを横化すると Express サーバを彰断し、彰断情報（□グ ) を記録します。彰断情報を 
探取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


ファイル: るを 指ミして実け 


実巧したいアブリケーンヨンを、または閱きたいフォルタやドキュイント 
る、インターネットリリースるを人力してください。 

をぉ ( 梦 [drwtsn32.exe| > 

I OK i 争ヤンむレ」 き股を)…」 


3. [□グファイルパス]ボックス(こ彰断情報 
の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保をされます。 

ネットワークパスは指定できません。 

□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 

4. [クラ 、ソ シュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る。 

• L 回 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 

己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 



2. L 名刖」巧、ソクスし I clrwtsn 3 Z . exe 」 と人力 
し、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ー ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]ボタンをクリック 
する。 

曰.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブ(こセットして [ OK ] ボタンをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]ボタンをクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8 . [コント□—ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 には、本体監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」、お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]にインス I ルしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。 

シームレスセットアップの設をでインス I -ールしなかった場合は、第 3 編の r ソフトウエア 
編」を参照して個別にインス I -ールしてください。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 


システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 
参シスてムを修復した場合 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など） 

で、システムに□グインした後、 CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を Express サーバの CD-ROM 
ドライブにセットしてください。 

表示された画面 r マスターコント□ールメニュー」の 
[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックし、メ 
ニューから[システムのアップデート]をクリックする 
と起動します。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用してくださ 
い。 


〇 ォンミ 

EXPRESSBUILDER \ 

k インドキュタント 

1 


Express 5800 Series ] 

Master Comrol Menu • だ!^ お 5" J 

、 - 〇 巧了 

CopyrigM NEC Corporation |\| ^ECZ 
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Windows NT ん〇のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows NT 4.0やシステムのセットアップをします。再 
インストールの際にも参照してください。 



EXPRESSBUILDER の r シームレスセットアップ」機能を使って Express サーバをセットアッ 
プします。 

r シームレスセツトアップ」に関する説明やヒントは18ページを参照してください。 


OS のインス I -ールについて 

OS のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている OS について 

Windows NT 4.0の中で本装置がサポートしている OS は 「 Microsoft ® Windows NT ® 
Server 4.0日本語版 ( JU 降 、 「Windows NT 4.0」と呼ぶ)」です。 

Windows 2000については、この前の項を参照してください。その他の OS をインス!ル 
するときはお買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い合わせ<ださい。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールずる場含 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、202ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインストール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


Windows NT 4.0について 

Windows NT Server 4.0日本語版 (Windows NT 4 .0) は、シームレスセットアップですべ 
てインス!-ールできます。ただし、次の点についてを意してください。 
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インス!ルを始める前にオプションの増設や Express ヴーバ本体のセットアップ 
(BIOS やオプションボードの設定)をすベて完了させてください。 


• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書び添付されていますび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• 「プレインストールモデル」で初めて電源を ON にする場合について 

グラフィックスアクセラレータドライバはシームレスセットアップの完了後に4目ぺ一 
ジの手順18「グラフィックアクセラレータドライバのアップデートをずる」を参照して 
インスIルしてください。初めてのセットアップでは r グラフィックスアクセラレー 
タボードの設定」で他のボードを設定しても標準 VGA でインスIルされます。この手 
順は、「プレインスIルモデル」で巧めてセットアップをする場台にのみ必要となりま 
す。その他のモデルや、再セットアップの時には必要ありません。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 己」降を適用ずることびできまず。 
Service Pack 曰より前のパ’ージョンを適用したい場 S ホ、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に r ヴービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0の起動後に、己3ぺージを参照して「システムのアップデート」 
を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場封ホ、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 

• シームレスセットアップを完了した後に48ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

• 複数枚のネットワークアダプタを装着している場合は、アダプタごとの IP アドレスは、 
0S の起動後に設定してください。 

M0 装置について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されません。 M 0 装置を外してインス I -ールを最初からやり直して 
ください。 


ディスク構成について 

■ 「曰 SA ユーティリティ」と表示された領域について 

ディスク領域に、忙に A ユーティリティ」という領域が表示される場合があります。 
構成情報やユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しない 
でください。 



最初のパーティション 
構成情報やユーティリティの共通 
モジュールを保をするための保守 
用パーティションです。削除しな 
いでください。 


2つ目のパーテイシヨン 
を在しない場合もあります。存在 
する場合は、削除しても問題あり 
ません。 
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■ その他 

- OS をインストールする八ードディスクを接続している SCSI コント□ーラ]: i 外の 
SCSI コント□ーラに八ードディスクを接続する場合は、 0 S をインストールした 
後から行ってください。 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているパーティションにイ 
ンストールする場合は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、イン 
スール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラー化あるいはミラーの解除は、ディスクアドミニストレータの[フォール 
ぃ jT I トトレランス]メニューから行えます。 


-ルータを越えたプライマリドメインコント□ーラのバックアップドメインコント 
□ーラを作成する場合は、シームレスセットアップではなくマニュアルセット 
アップでインス I -ールしてください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

200 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

200 MB =インス I -ールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズ(推奨）二搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

I n-O 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために最低限必要なサ 
イズです。 r 推奨」値 ly 上の値を設定してください。ページングファイルサイズの初期サイ 
ズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できません。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

200 MB + (512 MB + 12 MB ) + (512 MB + 12 MB ) =に 48 MB 
となります。 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



民る ■ を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インストール方法を選択ずる 


フ□ッピーディスクをセツトずる 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータファイルを選択ずる 


^新規ファイル 
OS を選択ずる 


，既存のファイル 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


正常 


再選択 
■び必要 ■ 
な場合 


異常設定の確認•修正を巧うか選択ずる I 
行わない 


行ラ 


設定を確認-入力をずる 


■再選択 ■ 


《3 


Update 媒体をセツトずる 


Windows NT CD-ROM をセツトずる 


ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 


Windows NT CD-ROM のコピー 


Service Pack CD-ROM のセット 


■ 

OK 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 

再起動 

i 

保守用パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインス I ''ール 

ち寺動※2 

OS 八ーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

OS パーテイシヨンの フォー マット 

i 

NEC モジュールのコピー 
選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


自動インス!''ール 
自動□グオン 


再起動後、インス 


卜-ル終了） 


[ 


I :入力や選択び必要な作業 
I ： 自動的に作業び進む内容 


《1ディスクアレイに関するコンフィグレーシヨンを行う設定をしている場合のみ。 

《2 OS の選択で [NetWare] を選択した場合はこの後、「インス!ルシステム（セットアップ用 MS-DOS) 」 
を作成して終了する。[その他]を選択したときはここで終了する。 

《3 インス I ル中に Update 媒体の適用を指定したときのみ。 


40 






























セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!ルはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 目 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 

n-O • Windows NT 4.0をインスIルずる場合について 

-システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

- Windows NT 4.0の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネット 
ワークアダプタドライバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメント 
の 「Microsoft Windows NT 4.0 Server インストレーションサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 

- Service Pack について 

シームレスセットアップではに ervice Pack 已」 lU 降を適用ずることびできます。 
Service Pack 曰より前のパ’ージョンを適用したい場 S ま、セットアップ情報ファ 
イルの作成時に r サービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップ 
を行い、 Windows NT 4.0の起動樹こ、己3ぺージを参照して「システムのアップ 
デート」を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場 
合は、お客様で CD-ROM を用意してください。） 

• 「プレインストールモデル」で初めて電源を ON にずる場合について 

プレインスI -- ルモデル (Windows NT 
4.0がインスIル済みのモデル）で巧 
めて電源を ON にすると、ディスプレイ 
装置の画面にちに示ずメッセージび表示 
されまず。これは、 Microsoft 社の 
Windows NT インスIラび起動して 
表示される画面です。 

シームレスセットアップを使ってセットアップをずる場合は、この画面表示で電源を 
OFF にするか、リセットして（く Ctrl > + < A け> + く Delete > キーを巧す) 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブにセットしてください。この画面か5先に 
進んでしまった場合は、己4ページを参照してインストールを進めるか、はじめか5イ 
ンスIルし直ずしかありません。また、グラフィックスアクセラレータドライバは 
シームレスセットアップの完了後に4目ぺージの手順18「グラフィックアクセラレータ 
ドライバのアップデートをずる」を参照してインスI-ールしてください。初めてのセッ 
トアップでは r グラフィックスアクセラレータボードの設定」で他のボードを設定しても 
標準 VGA でインス!ルされまず。この手順は、「プレインスIルモデル」で初めて 
セットアップをずる場合にのみ必要となりまず。その他のモデルや、再セットアップの 
時には必要ありません。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

2. Express サーノ\の CD - ROM ドライブ、に CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 


オペレーティングシステムの選択 



Windows NT Server Version 4.00 [VGA mode ] 

i キーと t キーを使って起動ずるオペレーテイングシステムを選択し、 
Enter キーを押してください。 
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4. Express サーバで使用するキーボードを 
選択する。 

EXPRESS 目 UILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニューが現れま 
す。このメニューは、1度設定を巧うと 
i ： i 降は表示されません。 


「 Express 己800シ U- ズ EXPRESS 巳 UILDER VerS.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 20011 



しば 6 くすると 「 EXPRESS 目 UILDER 
トップメニュー」が表示されます。 



目.「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブ(こセットし、施飄ボタンをクリッ 
クする。 

IチェックI 

「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、空の 1.44 M 目のフォーマット済みフ 
□、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドライブにセツトし、[確認]ボタンをクリ 、ソク してく 
ださい。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場台] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せず(こそのままインストールを行う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順7へ進む 
[スキツ 7] ボタンをクリ V ク^ 手順8へ進む 
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[ブランクディスクをセットした場台] 

①[ファイルを: ( A )] の下じあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを入力する。 

[オペレーテイングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。 



③リストボックスか6 [Windows NT ] 
を選択する。 

[ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。 


Express 己800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Cor 阳 ration 吕〇01 


I オペレーアイングシス： r ムインスレメ—ユー 1 


[作業; 
一咖 


手順] 

Iトアジフ。情報の入力/確認 
テ•イスクアレイ]ソフイグレ-シヨン 
各種]-ティリティのインストル 
システに!ンフイグレ-シヨン 
M"- テイシヨンの作成 
M"- テイシヨンのフォ -7 ツト 
NEC 防、、; H レの]ヒ。- 
0S CD-ROM の:1ピ- 
自動セツ巧ジ7の開始 


0 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体(こディスクアレイコ 
ント□ーラボードやディスクミラーリン 
グボードが搭載されている場合は、[アレ 
イディスクの設定]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要な6修正を行っ 
てから [次へ]ボタンをクリックしてくだ 
さし、 


[なイドイス妨語定] PROMISE テ"イスタミタ-リ：^^’3ントロづ 


B # ド C クの詰定 

1 1する 

1 

RAID の巧ぶ 

1 巧な RAID をを巧する 

1 

巧結 r ィ巧の卜-如数 


1 

がッ惟な巧するドな嫩 


1 

がッウぞ巧ぶする RAID 


1 

ライト卜''の i 綻 


1 

ライト卜''の繼自 


1 


|再ミ!! 込 1 1 ホへ 

1 1、の。1 


次(こ、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
<ださい。降、画面に表示される[次 
へ]、[戻る]、[ヘルフ°]ボタンをクリックし 
て設定を確認しなが6画面を進めて<だ 
さい(画面中の r 対象マシン」は機種によっ 
て表示が異なります)。設定内容は必要に 
応じて修正してください。 


U 帰-巧-ン— 


I [ Express 已80日/XXX 


05の種類 
n 。 ぅィシヨンの使用ち法 
"。うィショ州イス’' 

ファ極テムの N 
ヴ-ピ刀' 

インストル〇 


I Windows NT4.0 Server, Server t.E 


値テムの NTFS へ 
ピ刀ド7^7の適用 


I ずる 


民読込 I I 次へ I I W レフ .I 
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• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフオーマツ 卜され、ずべてなくなりま 
す。それ m がのノくーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノくーテイシヨンび用 
意されている場合に情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

第 4 ノくーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• 0S をインストールするパーティシヨンは、必要最小限似上のサイズで確保してください。 
• 設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場台もあります。 

• 4GB を超えるパーティシヨンサイズを指定したとき、に ervice Pack 己」似降は必須で 
ず。この場台、 Windows NT を起動後もアンインス!ルできません。また、[ユーザ情 
報]画面の[会社名]は必ず入力してください。 


• L 回 

• [NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還ネ尺画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に選択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8. 保守用パーティションを作成する。 

保守用パーティションは次の手順で自動的(こ作成されます。 

•LE12E] 

すでに保ず用パーティションがちをする場合、保ず用パーティションの作成はスキップします。 

①保守用パーティションを作成します。終了後、自動的(こ再起動します。 

③保守用パーティションをフォーマットします。 

③保守用のを種ユーティリティをインストールします。終了後、自動的に再起動します。 

く手順目[ブランクディスクをセットした場台]の③で [WindowsNT] を選択した場 S ホ、この後の 
手順を続けてください。[その他]を選択した場合は上でシームレスセットアップを終了しま 

す。> 

9. OS 領域を作成する。 

OS 領域は次の手順で自動的(こ作成されます。 

① OS 用のパーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 

• L 励 

[NEC 基本情漸画面の「ハ°-ティションの使用方ま」メニューで r 既存ハ°-ティションを使用する」を還がして 
いた場合、パーティションの作成は行いません。 

③ OS 用パーテイシヨンをフオーマットします。 
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10. オプシヨンの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプシヨンの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブ(こセット 
し、メッセージ(こ従って操作してくださ 
い。 

11 . Update 媒体のモジュールをコピーする。 

メッセージに従ってインストールする Update 媒体をフ□、ソピーディスクドライブに挿入してくだ 
さい。 

• L 励 

山 pdate 媒体の適用 ] で「しなし、」を還択した場合は、スキップされます。 


IチェックI 

「 Update 媒体」とは、弊社が Web などか6発行する不具合解消用のフ□、ソピーディスクのことで 
す。適用すべき媒体がありました6、そ防保守のため適用してください。なければ必要ありま 
せん。 

12 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップ(こ対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

13. メッセージに従って C D - R 0 M 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD-ROM ドラ 
イブか6取り化し 、 Windows NT CD - 
ROM を CD - ROM ドライブ(こセットす 
る。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されま 
す。 

14. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンを、同意しない場合は、 

[同意しません]ボタンをクリックする。 


w-oira 

同意しないと、セットアップは終了 
し、 Windows NT 4.0はインス I 
ルされません。 


1己. メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、 
Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 



Microsoft Windows NT Version 4.0 
Server Diskl CD-ROM をドライブに 
挿入してください。 


I OK I 


追加ずるアプ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I 0 K I I ぉ了 I 


r 大容量記憶装置巧 0EM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


rOK 1 11 後了 I 
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16. Service Pack 51 U 降のインストールを行う指定をしている場合は、メッセージに従って指定した 
バージヨンの Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする。 

Windows NT 4.0 と指定したアプリケーションは自動的(こインストールされ、システムに□グオ 
ンします。 

[ WindowsNT へようこそ]ダイア□グボックスが表示された6、インストールは完了です。 

• Windows NT 4.0 へは□—カルの administrator として□グオンします。バックアップドメ 
インコント□ーラの場合は、自動的(こ□グオンしません。 

• ファイルシステムを NTFS にコンバートした場合 

ファイルシステムを NTFS (こコン 
バートしたときは、必ず 
Administrator 権限を持ったユー 
ザーで□グオンしてください。ま 
た、□グオン後(こ [FixAcIs version 
1.0] ダイア□グボ、ソクスが表示さ 
れます。/必ず、に ontinue ] ボタン 
をクリックしてください。 

17. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

① スタートメニューか6[設定]をポイントし[コント□-ルパネル]をクリ 、ソク する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

② [ネットワーク]をダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [アダプタ]タブをクリックし、ネットワークドライバを選択後、[プ□パティ]ボタンをクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタの [Duplex mode ] ダイア□グボックスが表示されます。 

④ [ RTL 8139 Duplex Mode ] コンボボックスをクリックし、に peed ] と [ Duplex ] を HU 目の設 
定値と同じ値(こ設定する。 

⑥ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 

⑥[ネットワーク]ダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク]ダイア 
□グボックスか6[プ □ トコル]タブをクリックしてプロトコルを設定する画面を表示させて行い 
ます。 



18. グラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバのアップデートをする。 

次の手順でグラフィ 、ソ クスアクセラレータドライバをアップデートしてください。 

① CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

② レ CD - ROM のドライブレター〉: ¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RAGEXL ¥ NT 4¥ AGP ¥ setup . exe 」 を実 
行する。 

メッセージ(こ従って作業を続けてください。 

③ メッセージに従ってシステムを再起動する。 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従って、ドライバをインストールしてください。 
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19. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

20. 次ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

U 上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


SCSI ドライバ ( N 8103 -55) のセットアップ 

Windows NT 4.0をインス I -- ルした後、 N 8103 -55 SCSI コント日ーラを取りがける場合 
は、 t (下の手順に従って N 8 103-55 SCSI ドライバをインス I ルしてください。 

なお、本ドライバをインストールするには、 Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER が必要です。 54 ぺージの「サポートディスクを用意してください」を参 
照して、事前に作成してください。 

1. N 8103-日己 SCSI コント□-ラを取りがけて、システムを立ち上げる。 

2 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. に CSI アダプタ]アイコンをダブルクリックする。 

4. [ドライバ]タブを選択して、[追加]ボタンをクリックする。 

已 . 「Windows NT 4.0 OEM DISK for EXPRESS 目 UILDER #1」をフ□、ソピーディスクドライブに 
セットし、[ディスク使用]ボタンをクリックする。 


巨. 「 A :¥」 と入力し [0 K ] ボタンをクリックする。 

7. 製造元 rConnectCom Solutionsjnc 」 、 
SCSI アダプタ 「 NT 4 AdvanSys UW / 
U 2 W / U 3 W SCSI Adapter 」 を選択し、 

[ OK ] ボタンをクリックする。 

8 . システムを再起動する。 

9. 再起動後、システムのアップデートを行 
う。 


isa 曲 ": 巧 81 


E 




ある巧合は、阶スクほ用]をクリックしてください。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

M-O メモリダンプのを意 

♦ メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場合び 
ありまず。 


次の手順に従って設定します。 

1 . スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [起動/シャットダウン]タブをクリックす 
る。 


4. [システム□グ(こイベントを書き込む]を 
チェックする。 


5. [デバッグ情報を次へ書き込む]をチェ、ソ 
クする。 

目.テキストボックスじデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き) A む場合> 


D:¥MEMORY.DMP 


w-OI^ 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量+1 2MB 似上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場台は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量を確認してください。 
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7. [パフォーマンス]タブをクリ、ソクする。 

8 . [変更]ボタンをクリックする。 

[仮想メモリ]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

9. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 



• 必ず 0 S パーティシヨンに r 推奨」値 ly 上のサイズで作成してください。ぺージングファイル 
の脚期サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取でき 
ません。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティシヨンサイズについて (39 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに台ねせてページングファイルの再設定を行ってく 
ださい。 


10. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 


ワトソン博±の設定 

Windows NT ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーション 
エラーを橫化すると Express サーバを彰断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採 
取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 

2. [さ)前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[Windows NT ワトソン博±]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保存されます。 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 
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ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
目. [0 K ] ボタンをクリックする。 


システム修復情報の更新 

オペレーティングシステムのデータが破損した場合にそなえて、システムの修復が行えるよ 
うにするために、システム構成を変更したら、必ず r システムのアップデート」とともに r シ 
ステム修復情報の更新」をしてください。システム修復情報にはコンフィグレーションファ 
イルやレジストリファイルなどがあります。 

システム修復情報はフロッピーディスクにも保存できますが、アプリケーションのインス 
卜—ルなどでレジストリが大きくなった場合、1枚のフロッピーディスクでは保存しきれな 
くなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができるの 
で、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 


^ システムの修復を巧う場合(こ 「Windows NT 

4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と 
呼ばれるフ□、ソピーディスクをセツトするよ 
う要求される場合があります。 

EXPRESS 目 ULDER の「マスターコント □- 

ルメニュー」の[ソフトウエアのセツトアツ 
乃一 [ OEM ディスクの作成]を選択してディ 
スクを作成してください（すでに作成してい 
る場合は、作成し直す必要はありません)。 
詳しくは54ページを参照してください。 


M-O • 「システム修復情報の更新」はシステムに障害び発生し、起動しなくなったときにシステ 
ムび起動できるように復旧することを目的としています。 r システム修復情報の更新」は 
システムのバックアップを目的としたものではありません。 

• 運用中にシステムやコンポーネントを変更した場合にも似下の手順で r システム修復情 
報の更新」を行ってください。 


〇オンラインドキュタント 



4. [クラッシュダンプ]ボックス(こクラッシュダンプファイルの保を先を指定する。 

• L 回 

「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナリファイルです。 
己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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1 . スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2 . 搭前]ボックス(こ rrdisk.exe」 と人力し、 
[0K] ボタンをクリックする。 

[修復ディスクユーテイリテイ]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


3 . [修復情報の更新ボタンをクリックする。 


4 . [はい]ボタンをクリックする。 

「システム修復ディスクを作成します 
か？」というメッセージが表示されます。 

己.[いいえ]ボタンをクリックする。 

巨.[終了]ボタンをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 


0 S インストール中にネットワークモニタをインストールする場合 

ネットワークドライバの選択が完了し、メッセージの指示に従ってインストールを行ってい 
くと、サービスを追力□するウィンドウが表示されます。 

1 . [一覧か6選択]をクリックする。 

[ネットワークサービス]の一覧が表示されます。 

2 . [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0K] 
ボタンをクリックする。 

じ(降、メッセージの指示(こ従って、 0S のインストールを続行してください。 


ファイルるを指定して実巧 


ジ 


53^巧裝織激濟穀でルタ’、ドキ 




をぉ公 t jrdiskl 


J 3 

•'.て:-...で 1*^1 J ..J ' M ' 

I OK J キャンたル J を昭お)…」 


一忘 i このユ-ティリティは、システムをインストルするときIこ巧巧した條语暗ま反を巧巧し、 
(3® システムおなテ''ィスウを巧ぶします。條ほ巧郁は、Iラ-び発ちした巧さに、フ''-卜 
なの^^ムの回ほにほ巧されます。このユ-ティリティはがックアッフ*ツ-ルとしてはほ巧で 

_悔ほテ''ィスウの化巧に ）I _が了の」_ヘルフ化） 



令 


口 


システムのインスト-ル B う、またはこの2-ティリティの前回実行 B 寺に巧巧された悔ほI[き柿は、肖り除されます。 
この株巧を続けしますたで 


を 
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OS インス I ル後にネットワークモニタをインス I ルする場合 


1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3 . [サービス]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークサービスの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4 . [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0K] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

[WindowsNT セットアップ]ダイア□グボックスが表示されます。 

己 . Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットし、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

ただし、 CD - ROM ドライブのドライブ文字が正しく指定されていない場合は、正しい值(こ変更し 
てください。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックス(こ戻ります。 

巨.[閉じる]ボタンクリックし、システムを再起動する。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラムト[管理ツール供通)]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 には、本体監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」、お 
よび Express サーバ/ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの口□グラム]にインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。 

シームレスセットアップの設をでインストールしなかった場合は、第 3 編の r ソフトウエア 
編」を参照して個別にインストールしてください。 

■ I ： ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
rpn くは第3編の「ソフトウてア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

♦ システム構成を変更した場合 
♦ システムを修復した場合 

次の手順に従ってシステムをアップデートしてください。 

M-O • システムのアップデートを行った場合は、^：、ず「システム修復情報の更新」を巧ってくだ 
信堇3 さぃ。 

• Service Pack は、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。装置に添付されて 
し、ない Service Pack を適用ずる場台はお客様でご用意ください。 


1 . 管理者権限のあるアカウント （Administrator など）で、システム(こ□グインする。 

2 . CD-ROMrEXPRESSBULDER」 を Express サーノ\の CD-ROM ドライブ、にセットする。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューか6[システムのアッ 
プデート]をクリックする。 

Service Pack の選択をするダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

•L 回 

ダイアログボックス内で右クリックす 
ると表示されるポップアップメニュ ー 
からも還択できます。 

4 . 適用する Service Pack を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めて<ださい。 
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ここではプレインストールモデルにインストール済みの Microsoft ® Windows NT ® Server 
4.0 日本語版をシームレスセットアップを使わずにセットアップする場合の手順について説 
明します。 

Windows NT 4.0をセットアップする場合は、シームレスセットアップを使うことをお勤め 
します。詳しくは37ページの説明をご覧ください。 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順については、オンライン 
ド丰ュメントの 「Microsoft Windows NT 4.0 Server インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 

-サボートディスクを用意してください- 

ここで説明する「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER 」 と呼ばれるサポートディスクが必要です。 

「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER 」 には 、 Windows NT 4.0のインス 
I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER を用意してください。 

1 . 3. 日インチフ□、ソピーディスクを2枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

3 . Express サーバの CD- ROM ドライブ(こ添付の CD-ROM「EXPRESS 目 UILDER 」をセットする。 

4 . CD-ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6[Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER] 

を選択する。 

7 . 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」 はライトプ□テクトをし、 
ラベルを貼って大切(こ保管してください。 

Express サーバの他に Windows 2000、また 
は Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で 
動作するコンピュータをお持ちの場合は、添が 
の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 を CD - 
R 0 M ドライブにセットすると表示される「マス 
夕ーコント □ —ルメニュー」から Windows NT 
4.0 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER を作 
成することもできます。 
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セットアップの開始 

セットアップを始める前に本書と「ファーストステップガイド」を用意してください。 

1. フ□、ソピーディスクドライブと CD-ROM ドライブ(こディスクがセットされていないことを確認す 
る。 

2. POWER スイ、ソチを押す。 

Express サーパは自動的(こ POST を開始し、その後「オペレーティングシステムの選択画面」が表示 
されます。 


3. <Enter> キーを押す。 

[ソフトウ： L ア使用許諾契約]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

〈PageDown〉 キーを押して、ぺージをス 
ク□ールしなが6、記載事項をよく読ん 
でください。 


4. 使用許諾契約の記載事項に同意してセットアップを続ける場合は、[同意します]ボタンをクリッ 
クする。同意しない場合は[同意しません]ボタンをクリックしてセットアップを終了する。 

使用許諾契約(こ同意すると Windows NT セットアップウィザードが起動し、セ、ソトアップが始ま 
ります。 

w-OiM 

ly 降の手順を進めている間に中断するとシステムを破壊してしまいます。最後まで続けてくだ 
さい。 


己.画面の指示(こ従ってセットアップを続ける。 

詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 

• L 画 

• セットアップの途中で「システム修復ディスク」を作成する画面が表示されます。ここで、 
「修復ディスクを作成する」にしても、アプリケーシヨンのインストールなどでレジストリ 
が大きくなった場合は、1枚のフロッピーディスクでは入りきらなくなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT 4.0 では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができる 
ので、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 

• セットアップの途中でネットワークドライバのインストールを行うステップがあります。 
セットアップが完了した後でもインストールすることができます。「ドライバのインストー 
ルと詳細設を」 （57 ぺ ージ） でセッ トアップ中でのネットワークドライバなどのインストール 
方まとセットアップ後のインストール方まを説明しています。参照してください。 


r ファイルシステムを NTFS じ変換しますか？」というメッセージが表示されます。 

回 

ハードディスクのファイルシステムは FAT でフオーマットされています。これは出荷時の設を 
です。 


オペレーティングシステムの選択 


Windows NT Server Version 4.00 


Windows NT Server Version 4.00 [VGA mode] 


i キーと t キーを使って起動するオペレーティングシステムを選択し、 
Enter キーを巧してください。 
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目.ファイルシステムを NTFS に変更する場合は [OK] ボタンをクリックする。 
FAT のまま使用する場合は[キャンセル]ボタンをクリックする。 

7. 画面の指示に従ってセットアップを続ける。 

システムの再起動を促すメッセージが表示されます。 

8 . [コンピュータの再起動]ボタンをクリ、ソクしてシステムを再起動させる。 
]：> (上でお客様の個人情報のセ、ソトアツプが完了しました。 



ファイルシステムを NTFS にコンパ’ートした場合 

ファイルシステムを NTFS にコン 
バートしたとをは、必ず 
Administrator 権限を持ったユー 
ザーで□グオンしてください。ま 
た、□グオン後に [FixAcIs 
version 1 .0] ダイア□グボックス 
び表示されます。必ず、 

に ontinue ] ボタンをクリックして 
<ださい。 


9. 次ページを参照してドライバをインストールする。 

wOiM 

• インス I ル中にネットワークドライバのセットアップを済ませている場台は、インス I 
ルし直す必要はありませんび、 HUB の設定び必要でず。[コント□ールパネル]の[ネット 
ワーク]をダブルクリックした後、インストールしたネットワークドライバのプ□パティダ 
イア□グボックスを表示させ、 HUB の設定値と同じ値に設定してください。 

• ディスプレイドライバは標準 VGA びインス I -- ルされています。必要に応じてこの後の「ド 
ライバのインス!ルと詳細設定」を参照し、装置に対応したグラフィックスアクセラレー 
タドライバをインス!ルしてください。この手順は、「プレインス I ルモデル」で初め 
てセットアップをずる場合にのみ必要となります。その他のモデルや、再セットアップの時 
には必要ありません。 

10. 48ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

11. 日3ページを参照してシステムをア、ソプデートする。 
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ドライバのインストールと詳細設定 

0 S のセットアップの後、各種のドライバのインストールとセットアップを行います。 
ここで記載されていないドライバのインス I -ールやセットアップについてはドライバに添付 
の説明書を参照してください。 

ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークのドライバは Windows NT 4.0のインストール中にインストールす 
ることをお勧めします (Windows NT 4.0をインス I -ールした後でもインス I -ールできます 
が、インストール後にシステムのアップデート （53 ページ)をやり直さなければ正しく動作し 
ません)。 

オプションのネットワークボードのドライバについてはボードに添付されている説明書を参 
照してドライバをインス I -ールしてください。 

• 標準装備のネットワークドライバ 

標準でネットワークポートを1つ用意しています(装置背面にあります)。このネットワー 
クポートを使用するためじ次の手順に従って専用のネットワークドライバをインストー 
ルします。 


ーグ ドライバをインストールする際(こは 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 

云巧] EXPRESSBUILDER 」 が必要です。己4ぺージを参照して作成してください（すで(こ作成 
している場合は、作成し直す必要はありません)。 


<0 S のインストール中にネットワークドライバをインス I -ールする場合> 

Windows NT 4.0のインス I ル中に「[橫索開始]をクリ、ソクするとネットワークアダ 
プタの橫索を開始します。」というメッセージの入ったダイア□グボックスが表示されま 
す。 

. [一覧か6選択]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 


2 . [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿人]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

3. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #2」をフ□ッピ ー 
ディスクドライブじセットする。 

4. 「 A :¥ RTL 364」 と人力し、 [0 K ] ボタンを 
クリ、ソク する。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 

己. [ RTL 8139( A / B / C / 813 0) PCI Fast 
Ethernet Adapter ] をクリックし、 [ OK ] 
ボタンをクリックする。 


ネットワ - ク 7 》うろの遥巧 


里割謀〕 


パ刪こ谭蔚魏龄^»を殿®鷄殻^ 


ネプトトウ巧、)•がが： 


Dorn 3C508 ISA 16-bit Ethernet Adapter 


9^ 3Com Ether I ink n Adapter (also 11/16 and E/16 TP) 
133Com EtheHink m 広 A/PCMCIA Adapter 
巧 3Com Ether Link HI PCI Bus-Master Adapter 巧 G 煎 0 》 
昭犯 om Etherlinki 6/Ether Linki6 TP Adapter 


3 


:煎の 

Imw ま用(ぶ义 
QK 
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目.[次へ]ボタンをクリックする。 

プロトコルやサービスの追加/削除を行うウィンドウが表示されます。必要(こ応じてプロトコル 
やサービスを追加/削除してください。 

• L 回 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモ 
ニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（または 
パケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イン 
スト— ルの 手順は、51ぺージを参照してください。 

]：> (降は、画面の指示に従ってインストールを巧ってください。 



インス! -- ルしたネットワークドライバは、輯送速度/ Duplex モードの設定び必要でず。 0 S の 
インストール後に、[コント□ールパネル]の[ネットワーク]をダブルクリックした後、ネット 
ワークドライバのプ□パティダイア□グボックスを表示させ、 [ RTL 8139 Duplex Mode ] コ 
ンボボックスをクリックし、に peed ] と [ Duplex ] を HUB の設定値と同じ値に設定してくださ 
い。 

<0 S のインストール後にネットワークドライバをインストールする場合> 

1. スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [アダプタ]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

己. 「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER #2」をフ□、ソピーディスクドライブじ 
セットする。 

目. 「 A :¥ RTL 364」 と入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

7. [ RTL 8139( A / B / C / 813 0) PCI Fast Ethernet Adapter ] をクリ、ソクし、 [ OK ] ボタンをクリ、ソク 
する。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスに戻ります。 

8 . [プ□パティ]ボタンをクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

9. [ RTL 8139 Duplex Mode ] コンボボックスをクリックし、に peed ] と [ Duplex ] を HU 目の設定に合 
わせる。 

10. [0 K ] ボタンをクリックする。 


58 







11. [閉じる]ボタンをクリックする。 

プロトコルの種類などじよっては、ここでネ、ソトワーク情報の入力が必要になります。 

12. ネットワークアダプタのインストール終了後 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #2」をフ□、ソピーディスクドライブか6取り化す。 

13. [ネットワーク設定の変更]ウィンドウで[はい]ボタンをクリックし、システムを再起動する。 

14. 53ページの r システムのアップデート」を参照して、システムをアップデートする。 

回 

ネットワークドライバのインストール後、[ネットワーク モニタ] をインストールすることをお勧 
めします。 [ネット ワーク モニタ] は、 [ネット ワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが 
送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がな 
どに有効なツールです。インストールの手順は、51ぺージを参照してください。 


♦ オプションのネットワークドライバ 

オプションのネットワークボード ( LAN ボード）を使用している場合は、ボードに添がさ 
れている説明書を参照してドライバをインストールしてください。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準で装備されているグラフィックスアクセラレータのドライバをじ(下の手順に従ってイン 
ストールしてください。 

I M-O 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合も再度ドライバをインス!ルしてくださ 
い。 


1. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. スタートメニューの[プ□グラム]か 6[ WindowsNT エクスプ □- ラ]をクリ、ソクする。 

3. 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RAGEXL ¥ NT 4¥ AGP 」 ディレクトリ内の 
[ Setup . exe ] アイコンをダブルクリックする。 

4. メッセージに従ってインストール作業を進める。 

己. CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指示に従ってシステ 
ムを再起動する。 
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NetWare のセツトアップ 


八ードウェアのセットアップを完了してから、インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS ) や 
NetWare のセットアップをします。 

再インス I '''ールの際にも参照してください。 

I m-O Express 己800/ I lOEeS は NetWare をサボートしていません。誤動作の原因となりま 
巨軍 g すので NetWare をインス I ルしないでください。 


本装置びヴポートしている OS について 


Express 5800/1 10 Ee がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Novell ® NetWare ® 3.2」 

• Novell ® NetWare ® 4.2 ( 日本語版） 

• Novell ® NetWare ® 5/5.1 (B 本語版） 

その他のバージョンをインス!-ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社 
にお間い合わせください。 


注意事頃 


セットアップを始める前に次のを意事項をよ < 読んで< ださい。 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成について 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成を含むセットアップをする場合は、 
r シームレスセットアップ」を利用することをお勤めします。シームレスセットアップでこれ 
らのセットアップを完了後、 NetWare のインス!-ールに進むようメッセージが表示されま 
す。メッセージの表示後、ここで説明する手順に従って NetWare をインストールすることが 
できます。 

インス I "ールの前にすベてのセットアップを完了しておく 

インストールを始める前じオプションの増設や取り外し、 Express サーバ本体のセットアッ 
プ旧 I 0 S やオプションボードのコンフィグレーション）をすベて完了してください。 

不完全な状態のままインストールを始めると、メモリ認識容量に誤りを起こすことがありま 
す。 
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割り込みの設定について 


♦ PCI ボードの割り込み （ IRQ ) は、システム目 IOS ユーティリティの 「 PnP/PCI 
Configuration 」 の項目で設定します。 

♦ 名'ボードの割り iA み (Interrupt ReQuest ( IRQ )) 設定は下の条件に従ってください。ま 
た、運用前に本設定の確認をすることをお勤めします。 IRQ の設を方法については、八一 
ドウェア編の r システム BIOS (149 ページ)」を参照してください。 

-をボードの割り込み （ IRQ ) に次の IRQ を使用しないでください。 

IRQ 7、13、 14( IDE 使用時）、15 

- LAN ボード （100 BASE - TX 接続ボードなど)の割り A みとディスク関連（ディスクア 
レイコント□-ラや SCSI 等)の割り込みを重複(シェアリング)させないでください。 
(マルチプ□セ、ソサ環境での使用も含む）。 

- PCI ボードス□ット#1と内蔵の LAN コント□ーラは、自動的に同じ割り込みに設定 
されます。 PCI ボードス□ット#1に、ディスク関連のボードを取り付けないでくだ 
さい。 

- MSL ボードおよび FDDI ボードの割り込みを他のボードと重複(シェアリング)させな 
いでください。 

- SFT 皿を使用する場合、 MSL ボードの割り込みは IRQ 9に設をし、 LAN ボードは 
MSL ボードより優先順位の低いものに設をしてください。 

[割り a み優先順位(高い一低い)] 

0* 一 1 * 一 2/9一 10一 11一12一 13一 14一 15 一3一4一 5一 6 一7 一8 

*0、1は予約済み 

[割り込み推奨値] 

MSL ボード （ N 8504 -34) : IRQ 9 

LAN ボード （ 100巨 ASE-TX など） : IRQ 10 

SCSI ( AdaptecSCSI/Mylex DAO : IRQ 11 、 5 

IRQ 10 /IRQ 11 /IRQ 5 には、通常マザーボード内蔵の SCSI コント□ーラや LAN コ 
ント□ーラが割り当てられています。八ードウェア編の r システム BIOS (149 ペー 
ジ)」に示すシステム目 I 0 S ユーティリティ （ SETUP ) を使って、あらかじめ割り当てを 
変更してください。 

ディスクアレイについて 

ディスクアレイシステムの設ををする場合 、 「Write Policy (または Write Cache )」 は特に必 
要のないかぎり 「WRITE THRU 」 に設をしてください。 「 WRITE 目 ACK 」 で使用する場合は、 
NetWare サーバをシャットダウン後、 D に K アクセスランプが完全に消なするまでは本体の 
電源を OFF にしないでください。 

デバイスドライバのバージヨンについて 

オプションボード製品には、 EXPRESS 目 UILDER に含まれているデバイスドライバのファイ 
ルと同をのファイルが添付されている場合があります。 NetWare サーバをインストールした 
ディレクトリにあるファイルと、ボード製品に添付されているファイルのタイムスタンプを 
磕認して最新のドライバファイルをご使用ください。 
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LAN ドライバについて 


オプションボード製品には、 EXPRESS 目 UILDER じ含まれているデバイスドライバのファイ 
ルと同名のファイルが添がされています。 NetWare サーバをインストールしたディレクトリ 
にあるファイルと、ボード製品に添付されているファイルのタイムスタンプを磕認して最新 
のドライバファイルをご使用ください。 

• N 8504 -05/06 (EXP 巨4680 . LAN ) 

• N 8504 -25 目 （ DC 21 X 4. LAN ) 


B 4 目 son 接続 Jtt ー ド （ T ) ドライノてにつし、て 


ODI 仕様により、次のようにドライバをが異なります。インストール時にドライバをを磕認 
してください。 

• V 3.20 0 DI 仕様： DXODI.LAN 

• V 3.3 XODI 仕様： DC 21 X 4 .LAN (本装置ではこちらを使用します） 


NetWare SFTIII を使用する場合について 

NetWare SFT 血のインストールを行う際は、じ(下の点にを意してください。 

• SFT 血のインス!-ールの前にボードの割り a みを磕認してください。詳細じついては前 
述の r 割り込みの設定について」を参照してください。 

• 内蔵 IDE インタフェースじ CD - ROM を接続する場合は NetWare SFTlI インストール前に 
STARTUP . NCF の IDE ドライバの□-ド行を下のように変更してください。 

— Primary 接続の場合 

<修正前> <修正後> 

load ciexideata int 二 e port 二 1 f 0 一 load ciexidecd 

load c ： exidecd 2 

- Secondary 接続の場合(標準装備の CD - ROM ドライブは止)荷時に Secondary じ接続 
されています） 

<修正前> <修正後> 

load ciexideata int 二 f port 二170 一 load ciexidecd /s 

load c ： exidecd 2 

• サーバ 2 側に DOS システムを準備する場合は、「インストールシステムのセットアップ 
(66 ページ)」および 「NetWare 4.2(日本語版）のインス I -ール」の「デバイスドライバの 
セ、ソトアップ (75 ページ)」を参照してください。 

• SFTI [のインス!-ール時は、 MS - DOS を日本語環境で起動してください。 

I vr-O SFTin のインストール後、 MS - DOS を英語環境で起動して運用してください。 

• CD - ROM を NetWare ボリュームとしてマウントする場合、 CD - ROM ドライブの種類に 
よってはマウントできないことがあります。そのときは、 W 下の手順で MS - DOS の環境 
を変更して運用してください。 
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- AUTOEXEC . jp に MSCDEX の記述がある場合 

< CD - R 0 M ( ID 巳を使用するために英語環境の CON 円 G . S ]/ 目ノ W 下の行を記述 
する （ rxxxxxxxx . SYS 」 は MS - DOS 用 CD-ROM ドライバ)> 

DEV に E 二 C :\ DOS \ xxxxxxxx.SYS / D : ATA 円 CD 0 
LASTDRIVE 二 Z 

く CD-ROM ( IDE ) を使用するためじ英語環境の AUTOEXEC . BATI こ W 下の行を記述 
する> 

C :\ DOS \ MSCDEX.EXE / D : ATA 円 CD 0 / L:Q 

- AUTOEXECJP じ L 0 ADCD の記述がぁる場合 

く CD-ROM ( IDE ) を使用するためじ英語環境の CON 円 G . SYS じ W 下の行を記述 
する> 

LASTDRIVE 二 Z 

く CD-ROM ( IDE ) を使用するためじ英語環境の AUTOEXEC . BATI こ W 下の行を記述 
する> 

CD DOS 
CALLLOADCD 
CD \ 

•; MS - DOS 用 CD - ROM ドライバの記述は接続されている CD - ROM ドライブの 
種類によって異なります。詳細は、 「 CONFIGJP 」、「 AUTOEXEC . jp 」 の言己 
- 述を参照してください。 

♦ 本体のメモリ不足のため SFT 血のインストールを続行できない場合があります。その場 
合は最初からインストールをやり直し、次の手順で下記の SET パラメータを追力□してく 
ださい。 

1 . 「Do you want to modify , add , or delete any special startup commands ?」 のメツ 
セージに対して 「 YES 」 を選択する。 

2. 次の SET パラメータを記述する。 

set new start address for unclaimed memory block 二13000000 
set reserved buffers below 16 meg = 300 
set minimum packet receive buffers 二100 
set maximum packet receive buffers 二500 

3. マニュアルに従ってインストールを続ける。 

n-O インス!ルにあたっては NetWare 4.2 のマニュアルと併せて、「サーバソフ 
巨^ トウエアのインストール」の手順8〜1が7目〜78ぺージ)も参照してくださし、。 

なお、サーバ2側では、 CDM ドライバを□ー ドする必要はありません。また、 
ドライバの還択画面で、 *. CDM び還択されている場合は、 r *. CDM 」 を削除して 
<ださい。 


♦ インストールの途中にドライバのインストールを行う操作があります。じ(下を参照して 
ドライバを選択/解除して < ださい。 

NetWare 4.2(日本語版）：「サーバソフトウエアのインス I -ール」の手順11 (77 ページ） 
NetWare 5/5.1 (日本語版）：「サーバソフトウエアのインス I -- ル」の手順7 (82 ぺージ） 
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最新パッチの適用について 

0 S インストール後に Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の「サポート」一 
rMinimum Patch List 」 で提供されている最新のパッチを適用してください。サーバの運用 
開始後も新たなパッチが提供された場合は、そのつど、適用するようにしてください。ま 
た、障害などが起きた場合も該当するパ、ソチがリリースされていないかどうか磕認してくだ 
さい。 

なお、適用の際じは]: i 下の点についてを意してください。 

• パ、ソチを実行(解凍）してできるテ车ストファイルをよく読んで手順を守ってください。 
• パッチの適用後、必ず Express サーバ関連モジュールをインストールし直してください。 
インストールの手順については、バージョンごとに説明している項目を参照してくださ 
い。 

Symmetric Multi - Processing ( SMP ) 

SMP サポートモジュールのインストールは複数の CPU (プ□セ、ソサ）を搭載しているサーバ 
に対してのみ行ってください。複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーバに SMP モジュール 
( SMP . NLM 、 MPS 14. PSM 、 MPDRIVER . NLM など)を□ー ドすると、サーバの動作に悪影 
響をおよぼすおそれがあります。 

複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーバを使用している場合は、 DOS パーティションの 
NetWare ブートディレクトリ（通常は C :¥ NWSERVER ) にある STARTUP . NCF ファイルを確 
認して SMP サポートモジュールを□ー ドするための U 下のような記述がないことを確認して 
ください。 

参 NetWare 4. x の場合 

LOAD MPS 14 .PSM 
LOAD SMP.NLM 
LOAD MPDRIVER ALL 

参 NetWare 日 . x の場合 

LOAD MPS 14 .PSM 

複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーバの STARTUP . NCF ファイルに上記の記述がある場 
合は、該当する行を削除してから NetWare を再起動してください。なお、上記の記述は 
INSTALL . NLM または NWC 0 NF に. NLM から SMP のインス I ルを行うと自動的に追力□さ 
れます。 
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インストールの準備 


NetWare のインス I -ールを始める前に行わなければならない準備じついて説明します。 

I M-O インス I ルを行う前に目0ページのま意事項を参照してください。ま意事項には 
NetWare を正しくインストールずるために必要な情報び記載されていまず。 


八ードゥエアの準備 

オプションの取り付けや八ードウエアのコンフィグレーション（ディスクアレイの構築な 
ど）、巨 IOS セットアップなどの前準備を行ってください。オプションの取り付けや BIOS の 
セットアップについては r 八ードウエア編」を参照してください。 

八ードウエアのコンフィグレーションは、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 ULDER 」 の「シーム 
レスセットアップ」を使うとディスクアレイのセットアップから保守用パーティションのセッ 
トアップまでを自動でセットアップすることができます。 

■: ディスクアレイ設をの詳細な説明は「ソフトウエア編」またはオンラインドキュメントに記 

PEvp 載されています。併せて参照してください。 


ソフトウェアの準備 

次のものを準備してください。 

n NetWare 3.2 J (NetWare 3.12 J/V 含む ）、 NetWare 4.2(日本語版）、または NetWare 5/ 
5.1 (日本語版）ソフトウェアパック 

n インス!ルシステム（セットアップ用 MS - DOS ) FD または 3.5 インチフ□、ソピーディス 
ク1あ 

n EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 
n ユーザーズ ガイド(本書） 

「インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS )」 は NetWare のインストールに必要なセッ 
トアップディスクです。このディスクは添付の CD - ROM 忙 XPRESSBULDER 」 を使って作 
成します t シームレスセットアップ」を使ったセットアップで、セットアップの終了前に r イ 
ンス I -ールシステム（セットアップ用 MS - DOS )」 を作成した場合はここで作成する必要はあ 
りません)。 

ディスクの作成手順を次に示します。 

1 . Express サーバの電源を ON (こする。 

2. ミ乘付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

3. リセ、ソトするレ Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが 6< Delete > キーを押す)か、電源を OFF / ON して 
Express サーバを再起動する。 

Express サーバが CD - ROM か6起動し、メニューを表示します。 
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4. [ EXPRESS 目 ULDER トップメこュ ー] か 6 [ツール]を選択する。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

6 . [サポートディスク作成メニュー]か6[インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS )] を選択 
する。 

7. あ6かじめ用意した 3.5 インチフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットして 
< Enter > キーを押す。 

]：> (降は画面に表示されるメッセージに従って作業を進めるとインストールシステム（セットアップ 
用 MS - DOS ) が作成されます。 


インス I ルシステムのセツトアツ 


インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS ) をセットアップする方まについて説明しま 
す。 NetWare をインス!-ールする場合は、あらかじめインス!-ールシステム(セットアップ 
用 MS - DOS ) を八ードディスクにセットアップする必要があります。 

1. 「インストールシステム(セットアップ用 MS - DOS )」 をフ□、ソピーディスクドライブに挿入し、シ 
ステムの電源を ON にする。 

MS - DOS が起動し、インストールシステム(セットアップ用 MS - DOS ) のセットアップメニューが 
表示されます。 

2. キーボードの< レキーを押して、 ri . 八ードディスクの環境を設定する」を選択し、 < Enter > キーを 
押す。 

インストール先のドライブは C : (こ固定です。 

自動的(こ FD に K ユーティリティが起動され 、 FDISK Options メニューが表示されます。 

w-Oi^ 

シームレスセットアップを使ってディスクのセットアップをずるとディスクの先頭に約161\/16 
のノティシヨンができます。これは Express サーノ ' I ’ を保守するためのノくーティシヨンです。 
パーティシヨンを削除 ( Delete ) しないようま意してください。 

3. <1>キーを押して、「1 . Create DOS pa け ition or Logical DOS Drive 」 を選択し、 < Enter > キーを 
押す。 

Create DOS partition or Logical DOS Drive の選択画面が表示されます。 

4. <1>キーを押して、「1 . Create Primary DOS Pa け怕 on 」 を選択し、 < Enter > 丰一を押す。 

基本 DOS パーティシヨンを作成します。 

DOS で利用できる最大サイズに G 目]:>(下)を確保するかどうかを確認するメッセージが表示されま 
す。 

已. < N > キーを 押し、 < Enter > キーを 押す。 

確保する DOS 領域のサイズの指定画面が表示されます。 


66 







目.確保する DOS 領域のサイズを入力し、 < Enter > キーを押す。 

NetWare サーバとして使用する場合、 20 MB +搭載メモリ容量]:上の値を入力してください。 

• L 励 

MS-DOS パーティションサイズについて 

万一、 NetWare の運用中に障害が発生した場合、障害解がの手段の一つとしてメモリダンプを 
採取する場合があります。メモリダンプは通常 MS-DOS パーティションにコピーされます。 
サーバの運用停止時間を短縮するため、また障害原因を早急につきとめるためにも MS-DOS 
パーティションサイズ (Partition size ) は、 20 MB (NetWare 5/5.1 (日本語版)の場合は 50 MB ) +搭 
載メモリ容量に Lb に設をすることをお勧めします。なお、 MS-DOS パーティションに搭載メモ 
リが上の空き領域がない場合はフロッピーディスクに採取するため数時間サーバを運用できな 
くなります。また、搭載メモリ容量分の空きフロッピーディスクが必要です。 

なお、 MS-DOS パーティションに必要な空き容量がない場合は、メモリダンプ採取用のハード 
ディスクを増設し、必要容量の MS-DOS パーティションを作成すればメモリダンプを採取する 
ことができます（この場合、メモリダンプの取得はメモリダンプ取得用の MS-DOS パーティショ 
ン作成に(降の NetWare 運用時から可能となります）。 

7. < Esc > キーを押す。 

FDISK Options メニューに戻ります。 

8 . <2>キーを押し口 . Set active part 怕 on 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 

9. 上記の手順1〜6で確保した DOS 領域 (PRI DOS ) に該当する番号を入力し、 < Enter > キーを押す。 
確保した DOS 領域をアクティブにします。 

10. < Es にキーを数回押して FDISK ユーティリティを終了させる。 

自動的にシステムが再起動されます。 

11. セットアップメニューで<2>キーを押し口.システムを八ードディスクへインストールする」を選 
択する。 

システムファイルの転送を行います。 

システム転送を開始すると確認メッセージが2回表示されます。 

12. インストールを中断する場合は < N > キーを、インストールを始める場合は < Y > キーを押し、 
< Enter > キーを押す。 

システムの転送先は C :¥ D 0 S です（変更はできません）。 

キーボー ド選択の画面が表示されます。 

13. 使用するキーボードに該当する番号を人力する。 

プリンタ選択の画面が表示されます。 

14. 使用するプリンタに該当する番号を入力する。 

15. MS - DOS システムの転送終了後、画面の指示に従ってフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスク 
ドライブか6抜き、 < Y > キーを押す。 

八ードディスクか 6 MS - D 0 S が起動します。 


じ(上でインス I ルシステム（セツトアップ用 MS - DOS ) のセツトアップは終了しました。 


■: この MS - DOS システムで CD - ROM ドライブを使用するときは、日本語環境でシステムを起 

^ 動してください。 
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NetWare 3.2 J のインス I ル 


NetWare 3.2 J のインス I -ール方まについて説明します 。 NetWare 3.2 J の OS カーネルは 
NetWare 3.12 J / V です。 

I n-O NetWare 3.2 J をインス I ルする前にインス I ルシステム(セットアップ用 MS - DOS ) 

をセツトアップして<ださい。 


■ I ： NetWare 付属のマニュアルで機種別情報を参照する場合は PC/AT 互換機系ファイルサーバの 

IJyPl 項を参照してください。 


デバイスドライバのセットアップ 

NetWare 3. 2」サーバソフトウエアのインストールを行う前に、 Express サーバ対応の 
NetWare デバイスドライバ関連モジュールをじ(下の手順でインス I -ールします。 

1. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. MS - DOS プ□ンプトじ続いて] U 下のコマンドを入力し < Enter > キーを押す。 

C :¥> NW 3 X SERVERS 12 

「 SERVER .312」 はサーバソフトウエアをインストールする ディ レクトリです。 


3. < Y > キーを押す。 


セットアップを開始します。 

w-Ol^ 

• ここでコピーされたデバイスドライバ関連モジュールのファイルと同名のファイルび、他の 
製品に添付されているディスクの中にも存在しまず。特に必要のない限りここでコピーされ 
たファイルが上書きされることのないようにま意してください。 

• 下の SET パラメータをデフォルト値 (409 目)か5変更ずる場合は値をに048」未満に設 
定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SIZE 

• LAN ドライバは v 3.3 x ODI 仕様に準拠している必要があります。下記に示す LAN ボード 
を使用する場合は、「デバイスドライバのセットアップ」で八ードディスク （C : 
¥ SERVER .312) にコピーされた v 3.3 x ODI 仕様の LAN ドライバを使用してください 
( LAN ボードに添付されているディスクにある NetWares . 12 J 用のドライバは使用しない 
でください)。その他の LAN ボードのドライバについては 、 NetWare 4.2 用の LAN ドライ 
バ ( V 3.3 X 0 DI 仕様）をインストールしてください。 

- N 8己 04-0 己/0目 （ EXPB 4 目 80. LAN ) 

- N 8504-25 B ( DC 21 X 4. LAN ) 

また、 B 4 目 80 n 接続 Ttt — ド ( T )( N 8 已 04-2 己 B ) のドライノ':は、 0 DI 仕様によ0、ドライノ';’ 
名び異なりまず。インストール時にドライバ名を確認してください。 

- V 3.20 ODI 仕様： DX 0 DI.LAN 

- V3.3X 0 DI 仕様： DC 21 X 4 .LAN 

• 必要に応じてドライバのセツトアップを行ってください。 
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ヴーバソフトウェアのインス I -ール 

デバイスドライバのセットアップが完了した後、じ(下の手順に従って NetWare サーバソフト 
ウェアをインストールします。 

I n-O os インストール中に LAN ドライバを□-ドしないでください。 OS パッチ投入後の再起動び 
rag 終わっていない状態で LAN ドライバを□—ドするとヴーバびストールする場合びあります。 

■: インストールの詳細については NetWare のマニュアル（「インストール」、「システムアドミニ 

ストレーシヨン」など）を参照してください。 


1. 内蔵の八ードディスクか 6 MS - D 0 S が日本語モードで起動されていることを確認する。 

CONFIG . SYS および CONFIG . us に、下の記述びある場台はその巧を削除した後、 
Express サーノ ' C を再起動してください。 

DEVICE 二 C :¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

2. NetWare 3.12 J/V CD - ROM を Express サーバの CD - ROM ドライブ(こセットする。 

3. MS - DOS プ□ンプト(こ続いて]: rP のコマンドを人力し < Enter > キーを押す。 

C :¥> NWJNST Q : ( CD - ROM ドライブが Q : の場合） 

CD - ROM ドライブの規定値は 「 Q :」 です。 

言語タイプの選択画面が表示されます。 

4. <レキーを押し「 1. Japanese 」 を選択する。 

フレームタイプの説明を表示後、サーバについての選択画面が表示されます。 

己. 次のようじ選択する。 

• サーバの機種の選択 ... 日 . NEC 
• サブメニュー ••- 2. NEC Express シリーズ 

インストールオプションの選択画面が表示されます。 

6 . 「NetWare 3.12 J のインストール」を選択する。 

サーバを、 IPX 内部ネットワーク番号の指定などについては、 NetWare のマニュアル ( r インストー 
ル」、 「システムアドミニストレーション」など）を参照してください。 

なお、サーバさ)と IPX 内部ネットワーク番号は手順14で再入力する必要があります。必要に応じ 
て記録しておいてください。 

7. 「サーバブートファイルの DOS パーティションへのコピー」の画面が表示された 6< Enter > キーを 
押す。 

画面の表示に従って進んでい<と、コンソール画面上に(下のようじ表示されます。 

NetWare 3.12 J サーバインストール NetWare Loadable Module 


8 . < Es にキーを押し、画面の指示(こ従って INSTALL . NLM を終了する。 
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9. JU 下のコマンドを入力する。 


DOWN 

EXIT 

NetWare が終了します。 

10 . JU 下のコマンドを入力する。 

LSWAP 3 X C :\ SERVER .312 Q : 

• L 回 

上記コマンドの実行により、口ーダ ( SERVER . EXE ) がアップデートされ、タイムスタンプが更 
新されます。 

11. 画面の指示(こ従って言語選択まで進む。 

12. コンソール画面上(こ下の表示があることを確認する。 

NetWare 3.12 J サーバインストール NetWare Loadable Module 


13. < AI ゎキーを押しなが 6< Esc > キーを押す。 

システムコンソール画面(こ切り替わります。 

14. 再度、サーバをと IPX 内部ネットワーク番号を入力する。 

1已. JU 下のコマンドを人力する。 

LOAD NPAPATCH 
LOAD NWPA /NALOAD 

SET MAXIMUM ALLOC SHORT TERM MEMORY 二 1 6000000 

1 巨. A - ドウエア環境に従って必要なディスクドライバを□ー ドする。 

□-ドの詳細については 「 NetWare 用デバイスドライバの□-ド方法」を参照してください。 


八ードディスク種別 

ディスクドライバ名 

本体内蔵 IDE コント□ーラに接続した八ードディスク 

EXIDEATA.HAM 

EXIDEHD.CDM 

オプションの N 8103 -55 SCSI ボードに接統した八ードディスク 

ADVHM330.HAM 

SCSIHD.CDM 

オプションの N 8103 -56 SCSI ボードに接続した八ードディスク 

ADPT160M.HAM 

SCSIHD.CDM 

オプションの Mylex アレイ (N 8503 -44) に接統したハードディスク 

MDAC.HAM 

SCSIHD.CDM 


I w-OiE 

A に7870 . DSK を□—ドずる場台、 ADPT 1 目 0 M . HAM および SCSIHD . CDM より先に □— 
ドしてください。後に□ー ドすると ly 降の動作に支障をきたず場台びあります。 

17. 必要なドライバの□ー ド完了後、再度 < AI わキーを押しなが 6< Es にキーを押して INSTALL.NLM 
画面に戻る。 
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18. NetWare のマニュアルに従って NetWare サーバシステムの設定をする。 

• L [12 E ] 

次の項目につぃては、それぞれに示す手順に従って設をしてくださぃ。 

• NetWare パーティションの作成 

「インストレーションオプションメ ニュ ー 」一►「ディスクオプション」一►「ハティショ ンテー 
ブル」を還択- *TNetWare パーティションの作成」を選巧-►く日ミ〇キーを押す。 

参 SYS ボリュームの作成 

「インストレーションオプションメニュー」一「ボリュームオプション」を還択一 <lnse け>キー 
を押す 

• システムファイルのコピー 

「インストレーションオプションメ ニュー」 一「システムオプション」一►「システムおよびパブ 
リックファイルのコピー」を還択一 <F6> キーを押す一 「Q:¥NW312J¥NIHONGO」 と入力 

• STARTUP.NCF ファイルの編集 

「利用可能なオプションメニュー」一 rSTARTUP.NCF ファイルの編集」を還が 

• AUTOEXEC.NCF フアイ J レの編集 

「利用可能なオプションメニュ ー 」一 「AUTOEXEC.NCF ファイルの編集」を還が 

19. Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

INSTALL . NLM の r インストレーションオプション」メニューの「システムオプション」かシステ 
ムおよびパブリックファイルのコピー」を選択し、 < F 6> キーを押して、パスに rC :¥ EXPNW 3 X 」 
を指定します。 

モジュールが自動的にインストールされます。 

20. Express サーバ関速モジュールの〕ピーが終了した6、 < Esc > キーを数回押して INSTALL . NLM を 
終了し、システムコンソールか(下のコマンドを入力する。 

DOWN 

EXIT 

MS - DOS プ□ンプトが表示されます。 

21 . フ□、ソピーディスクと CD - ROM をそれぞれのドライブか6取り化し、システムを再起動する。 

22. MS - DOS プ□ンプト(こ続いて下のコマンドを人力し、 MS - DOS を英語環境起動に切り替える。 

C :¥> SWITCH 

コマンド実行後、リセットされます。 

じ(降、 NetWare サーバを運用する際(こは MS - DOS システムを英語環境で起動してください。 

23. MS - DOS プ□ンプト(こ続いて、 J ： rF のように入力して < Enter > キーを押す。 

NetWare サーバが起動しているときは、シャットダウンしてください。 

C :\> CD \ SERVER .312 
C :\> SERVER -ns -na 

「- ns 」 と r - na 」 はノ」ぶ字で入力してください。 

サーバをと IPX 内部ネットワーク番号を入力します。 
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24. 夕ぺージの rC : STARTUP . NCF の記述例」の 「load vgadisp 北 i 降の行をシステム〕ンソールか 6 人 
力する。 

サーバの環境に応じて必要な巧のみ入力してください。 

本装置は標準で内勵 DE セカンダリ(こ CD - ROM ドライブが接続されています。降の手順で CD - 
ROM ドライブを使用します。サーバ運用開始後、 CD - ROM ドライブを使用するかしないか(こ関わ 
6ず、ここではセカンダリ用の IDE ドライバ ( EXIDEATA . HAM ) も□-ドしてください。 

• L 回 

ここで CD-ROM を使用するために必要なドライバが口ードされていないと、じ(降の手順で 
「 NetWare に登録されている C D- ROM ドライブはありません」というメッセージが表示されま 
す。 

25. システムコンソールか 6]： rF のコマンドを入力し 、 NetWare 0 S 上で CD - ROM を使用できるよう 
にする。 

MOUNT SYS 
LOAD AFTER 31 1 
LOAD CDROM 

2 目 . NetWare 3.2 J Enhancement Pack をインストールする。 

インストール方まについては 、 NetWare 3.2 J Enhancement Pack に添付のマニュアルを参照し 
てください。 

27. NetWare アップデートモジュールを適用する。 

Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の「サポート」一 「Minimum Patch List 」 を確認 
し、パッチ/アップデートモジュールが提供されている場合は、それ6を適用してください。 0 S 
インス I -ール時に Web サイトか6モジュールをダウン□ー ドできる環境が整っていない場合は、 
環境が整い次第、早めに適用して<ださい。 

28. アップデートモジュールの適用後、 Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

詳細は手順19を参照してください。 

29. < Esc > キーを数回押して、 INSTALL . NLM を終了し、システムコンソールか6次のコマンドを実 
巧する。 

DOWN 

EXIT 

30. MS - DOS プ□ンプトに続いて J ： rF のコマンドを人力し、 Express サーバ関連モジュールをサーバ 
ブー トディレクトリ(こ コピーす る。 

C :\ SERVER .3 12> COPY C :\ EXPNW 3 X \*.* 

「 SERVER .312」 はサーバをインストールするディレクトリです。 

上書きするか確認メッセージが表示された6、 < A > キー ( All ) またはべ>キー ( Yes ) を人力してく 
ださい。 

31. NetWare サーバを起動させる。 

32. NetWare サーバ用管理ソフトウエアをインストールする。 


NetWare サーバ用管理ソフトウエアとして rESMPRO / ServerAgent」、[Global Array Manager 
( GAM ) Server 」 などがあります。添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 か 6 インストールして 
ください。また、サーバ管理用 PC (こインストールしてサーバの管理•監視をするソフトウェアも 
EXPRESS 目 UILDER にあります。「ソフトウエア編」を参照してインストールしてください。 
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W 上でインス I '''ールは終了です。 






夕じ NCF ファイルの例を示します。内容は使用する環境に従い編集する必要があります。 
(詳細は 「 NetWare 用デバイスドライバの□ー ド方法」またはオプション製品に関するマニュ 
アルや NetWare のマニュアルを参照してください。） 


• C : STARTUP.NCF の記述例 （INSTALLNLM で編集) 


/- 

set reserved buffers below 16 meg = 300 

; バックアップ装置使用時必須 

> 

set minimum packet receive buffers = 己00 

;必須 


set maximum packet receive buffers = 700 

;必須 


set maximum alloc short term memory = 16000000 ; 大容量構成時 


load vgadisp 

;日本語表示用 


load keyb japan 

;106/109キーボード用 


load c:npapatch 

;必須 


load c:nwpa /naload 

;必須 


load c : adpt 160 m.ham slot=x / lun =2 

; N 8 103-56 SCSI ボード接続のデバイス用 


load c : advhm 330 slot=x / L 日 NSCANNING =1 

; N 8 103-55 SCSI ボード接続のデバイス用 


load c : scsihd.cdm — 

; SCSI/DAC 接続八ードディスク 


load ciscsimo.cdm 

; SCS 暇続 M 0 装置用 


load c : exideata.ham int=e port =1 f 0 

;本体内蔵 IDE Primary 用 


load c : exideata.ham int=f port =170 

;本体内蔵 IDE Secondary 用 


load c : exidecd 2 .cdm 

;本体内蔵 IDE CD-ROM 用 


load c : exidehd.cdm 

;本体内蔵 IDE HDD 用 


load c : mdac.ham slot=xxx 

; Mylex ディスクアレイコント□-ラ用 


load c:aspitran 

;ASPI トランスファモジュール 
; (GAM などの ASPI トランスファモジュールを必要と 
;する AP 用） 


load c : nwaspi.cdm 

; ARCserve などの ASPI インターフエースを使用ずる 



; AP 用 



*1 メモリプールが上限に達して動作が完了できないことを示す警告が表示された場合は、この値を増やして< 
ださい。値は 1MB ずつ増やしてください。 

*2 NetWare 3.2J Enhancement Pack をインストールした後は不要でず。 

*3 下線部の番号はシステムの環境によって変わります。また、 NetWare 3.2J Enhancement Pack をインス 
トールした後に変わる場合もあります。 

n-O 下の SET パラメータをデフオルト値(4096)か5変更する場合は値をに048」未満 

に設定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SEE 
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• AUTOEXEC.NCF の記述例 （ INSTALL . NLM で編集) 


file server name SERVER 


ipx internal net 2 F 5 F 7382 ; 


set minimum file cache buffers = 200 ; 

! 省略巧 

mount all 


load afterS 11 

NetWare 3.2 J 使用時必須 

load cdrom 

CD-ROM 使用時必須 

load tsa 312 

バックアップ装置使用時 

load c : scs に tp.cdm ; 

: SCS 暇続 TAPE 用 

load c:rtssrv slot =6 frame=etherne し802.2 name = rtssrv _ e 82 

本体内蔵 LAN 用 

bind ipx rtssrv _ e 82 net =01 

ドライバへ IPX ネットワークをバインド 

load c : ce 100 b slot =10003 Trame = ethernet _ 802.2 name = ce 100 b _ e 82 

100 BASE - TX ( N 8104 -85/ 


N 8504 -7 己)用 

bind ipx ce 100 b _ e 82 net =02 

ドライバへ IPX ネットワークをバインド 

load c : expb 4680 slot =4 frame=etherne し802.2 name = expb 4680 — e 82 ; 

: B 46801 ( N 8504 -0 日， 06) 用 

bind ipx expb 468 0_ e 驼 net =03 ; 

:ドライバへ IPX ネットワークをバインド 


下線部のオプションの番号はシステムの環境によって変わります。 
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NetWare 4.2(日本語版)のインストール 


NetWare 4.2(日本語版）のインストール方まじついて説明します。 

I M-O NetWare 4.2(日本語版)をインス I ルする前にインス I ルシステム(セットアップ用 
MS - DOS ) をセットアップしてください。 

デバイスドライバのセットアップ 

サーバソフトウエアのインストールを行う前に NetWare 4.2(日本語版)用差分デバイスドラ 
イバを W 下の手順でインストールします。 

1. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. MS - DOS プ□ンプト(こ続いて] U 下のコマンドを入力し < Enter > キーを押す。 

C :¥> NW 4 X 

インストールに必要なモジュールが八ードディスク(こコピーされます。 

3. < Y > キーを押す。 

セットアップを開始します。 

ヴーバソフトウエアのインス I ル 

デバイスドライバのセットアップが完了した後、じ(下の手順に従ってサーバソフトウエアを 
インストールします。 

■: インストールの詳細については、 NetWare のマニュアルを参照してください。また、 

NetWare に添付されている 「NEC Express 5800シリーズご使用上のを意」も参照してくださ 

い。 

1. 内蔵の八ードディスクか 6 MS - D 0 S が日本語モードで起動されていることを確認する。 

w-oira 

CONFIG.SYS および CONFIG.us に、下の記述びある場合はその行を削除した後、 
Express サーノ 'C を再起動してください。 

DEVICE 二 C :¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

2. NetWare 4. 2(日本語版）のマニュアル(こ従って NetWare 4.2 付属の NetWare 4.2 Operating 
System CD - ROM および NetWare 4.2 License / lnstall ディスクをそれぞれセットする。 

3. MS - DOS プ□ンプトに続いて]:>(下のコマンドを入力し、 < Enter > キーを押す。 

C :¥> Q : 

Q :¥> INSTALL 

( CD - ROM ドライブが Q : の場合のコマンド記述例） 

言語選択画面が表示されます。 
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4. 「Select this line to install in Nihongo」 (こ力ーソルを合わせ、 <Enter> キーを押す。 

ライセンス(こ関する画面が表示されます。 

5. 内容を確認し、インストールを続巧する場合は、 「NetWare 4.2」を選択する。 

インストール方法の選択の指定画面が表示されます。 

目 . 「NetWare 4.2 のカスタムインストール」を選択する。 

•L 回 

4 GB を越える容量のハードディスクにインストールする場合、ハードディスクが実際の容量よ 
り少なく認識され、容量不足のメッセージが表示される場合がありますが、+分な容量がある 
場合は、正常にインストールできます。メッセージを無視して処理を続行してくださぃ。 

サーバさ)入力画面および IPX 内部ネットワーク番号入力画面が表示されます。 

7. サーバを、 IPX 内部ネットワーク番号を入力する。 

NetWare のマニュアル（「インストール」など）を参照してください。 

サーバのブートファイルを DOS パーティション(こコピーする画面が表示されます。 

8 . <Enter> キーを押す。 

サーバの□一カル環境設定の選択の画面が表示されます。 

9. <t> キーを押してキーボード配列の列(こ力ーソルを合わせ、 「Japan」 を選択し、 <Enter> キーを 
押して続行する。 

スタートアップ時の SET コマンドの指定画面が表示されます。 

10. 「Yes」 を選択後、 i：i 下の SET〕 マンドを記述する。 

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG 二 300 

次に該当する場合は、さ6に SET コマンドを追加入力してください。 

<100BASE-TX(N8504-7 日、本体内蔵 LAN) 用 LAN ドライバをインスI -- ルする場合> 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS 二 100 ;1 00 または 1 00 lU 上 

SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS 二 500 ; 曰 00 または已〇 OIU 上 

「MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET S に E 」 をデフオルト値 (409 目 ) か 5 変更ず 
る場合は値をに 048 」未満に設定しないでください。 

<オプションボードのドライバを同時にインストールする場合> 

をオプションボード用のドキュメント(こ従って SET コマンドを記述してください。 

SET〕 マンドの入力が終了した6、 <F10> キーを押して続行してください。 

に ERVER.EXE を□-ドするコマンドを AUTOEXEC. 目 AT に追加しますか？」と表示されますの 
で、追加の可否を選択して<ださい。 

自動的に NetWare システムに切り替わり、 INSTALL.NLM が起動します姬動の際、画面表示が白 
く乱れる場合がありますが、動作上は問題ありません)。 

INSTALL.NLM の起動後、インストーラがデバイスを自動お化してドライバの選択を実行しま 
す。 
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複数のドライバび検出されて選択を促される場合びありまずび、く F3> キーを}甲してドライバ 
を還択せず続行してください。また、八ードウエアに対応するドライバび見つか5ない場台は、 

く F10> キーを押して続行してください。 

インストーラによるドライバ選択が終了すると、サーバドライバの選択画面(こなります。 



11. 不要なドライバの選択解除および Express サーバ用の差分ドライバの追加選択をする。 尊 

入 

次(こ示す表に従って必要なドライバの選択解除/追加選択を行って < ださい。なお、インストー 編 

ル元パスが r (内蔵八ードディスク）」となっているドライバは、サーバドライバの選択画面で 
< lnser ゎキーを押した後、 < F 3> キーを押してパスを指定します。 

ドライバの選択/解除後、自動的にドライバの□ー ドが始まります。 < AI ゎキーを押しなが6 
< Esc > キーを押して、システムコンソール画面(こ切り替えてください。 

slot などのパラメータを表示して人力を促された6、表示された値の中か6、使用する環境に合っ 
た値を入力し、 < Enter > キーを押してください。ドライバの□ー ドが完了します。 

w-oira 

選択解除するドライバと追加するドライバの名称が同じでもインストール元のパスが異なりま 
す。いつたん解除してインストール元のノ\:スを入力して還択追加してください。 


使用するコント□ーラ/ 
デバイス 

選択解除する 
ドライバ名 

選択追加する 
ドライバ名 

インストール元 
パス 

備考 

内蔵 IDE CD-ROM Primary 
接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

< SF " nii を使用しない場合用〉 
j ： i 下のパラメータを指定 

INT 二 E 

PORT 二 1 F 0 

内蔵 IDE CD-ROM 
Secondary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

< SFTIII を使用しない場合用〉 

J ： i 下のパラメータを指定 

INT 二 F 

PORT 二170 

内蔵 IDE CD-ROM Primary 
接続 

IDEATA.HAM 

EXIDECD.DSK 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

< SF " nil を使用する場合用〉 

内蔵 IDE CD-ROM 
Secondary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDECD.DSK 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

< SFT 川を使用する場合用〉 

じ(下のパラメータを指定 
/S 

Mylex ディスク 
アレイコント□ーラ* 

( N 8103 -52/ N 8503 -44) 

N 8103 -52 
なし 

MDAC.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

SCSIHD . CDM が自動□ー ド 
されます。 

N 8503 -44 
MDAC.HAM 

N 8103 -55 

SCSI コント□-ラ 

なし 

ADVHM 330 .HAM 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

SCSIHD . CDM が自動□ー ド 
されます。 

N 8103 -56 

SCSI コント □ —ラ 

ADPT 160 M.HAM 

ADPT 160 M.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

Slot など必要なパラメータ 
を指定する。 

本体内蔵 LAN 
( Realtek 81390 

DEFPA.LAN 

RTSSRV.LAN 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

Slot など必要なパラメータ 
を指定する。 

100 BASE - TX 接続ボード 
( N 8104 -85/ N 8504 -75) 

なし 

CE 100 B.LAN 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

Slot など必要なパラメータ 
を指定する。 

B 46801暇続ボード ( AMD ) 
( N 8504 -05/06) 

なし 

EXPB 4680 .LAN 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

Slot など必要なパラメータ 
を指定する。 

B 46801暇続ボード ( CIS ) 

( N 8504 -2 祀） 

DC 21 X 4 .LAN 

DC 21 X 4 .LAN 

(内蔵八ードディスク） 

C : 吿 XPNW 42 

SI 饥など必要なパラメータ 
を指定する。 


* N 8103 -52 を使用する場合で本体添付の EXPRESSBUILDER のパージョンが Ver . Z 059 の場合は、ボードに添付のドライ 
パを使って<ださい。詳細はボードに添付のマニュアルを参照して<ださい。 
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12. NetWare のマニュアルに従って NetWare デイスクパーテイシヨンの作成、 NetWare ボリュームの 
管理、 Novell デイレクトリサービスのインストールなどの NetWare サーバシステムの設定をす 
る。 

また、途中でソフトウェアの起動時に実行するコマンド等を指定するため、 NCF ファイルの編集 
を巧う場面があります。環境に応じた編集作業を巧ってください(次ページ参照)。 



STARTUP.NCF ファイルの編集の際、デフオルトで記述されている似下のか411□—ドの行 
を削除してください。 

load pk41 1 


13. Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

システムコンソールか 61 U 下のコマンドを入力します。 

LOAD INSTALL 

「インストールオプション」メニューかプ□ダクトオプション」一「リストにはないプ□ダクトの 
インストール」を選択し、 < F 3> キーを押して、パスに rC :¥ EXPNW 42」 を指定します。 

「NEC Express 日800サーバ対応 NetWare 4.2 J システムモジュール」(こチェック （ x 印）が付いてい 
ることを確認して < F 10> キーを押します。 

モジュールが自動的にインストールされます。 

14. 必要なインストールが終了した6、システムコンソールか 6 J ：> (下のコマンドを人力する。 

DOWN 

EXIT 

MS - DOS プ□ンプトが表示されます。 

15. フ□、ソピーディスクと CD - ROM をそれぞれのドライブか6取り化した後、 ]：> (下のコマンドを人力 
し、 MS - DOS を英語環境で起動する。 

C:¥> SWITCH 

コマンド実行後リセ、ソトされます。 

(降、 NetWare サーバを運用する際には MS - DOS システムを英語環境で起動してください。 

1巨. NetWare アップデートモジュールを適用する。 

Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の「サポート」一 「Minimum Patch List 」 を確認 
し、パッチ/アップデートモジュールが提供されている場合は、それ6を適用してください 。 OS 
インストール時に Web サイトか6モジュールをダウン□ー ドできる環境が整っていない場合は、 
環境が整い次第、早めに適用して<ださい。 

17. アップデートモジュールの適用後、 Express サーバ関連モジュールをインストールする。 
システムコンソールか下のコマンドを入力します。 

LOAD INSTALL 

INSTALL . NLM の「インストールオプション」メニューかプ□ダクトオプション」一「リストには 
ないプ□ダクトのインストール」を選択し、 < F 3> キーを押して、パスに rC :¥ EXPNW 42」 を指定し 
ます。 

モジュールが自動的(こインストールされます。 

18. システムコンソールか 61 U 下のコマンドを入力する。 

DOWN 

RESTART SERVER 
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19. NetWare サーバ用管理ソフトウエアをインストールする。 


NetWare サーバ用管理ソフトウェアとして rESMPRO / ServerAgentJ、「Global Array Manager 
( GAM ) Server 」 などがあります。添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 か 6 インストールして 
ください。また、サーバ管理用 PC にインストールしてサーバの管理•監視をするソフトウェアも 
EXPRESSBULDER にあります。「ソフトウ： l ア編」を参照してインストールしてください。 


U 上でインストールは完了です。 

ム(下に NCF ファイルの例を示します。内容は使用する環境に従い編集する必要があります。 
辯總ま 「NetWare 用デバイスドライバの□-ド方法」またはオプション製品に関するマニュ 
アルや NetWare のマニュアルを参照してください。） 


• C:STARTUP.NCF の記述例 （ INSTALL.NLM で編集 ) 


set reserved buffers below 16 meg =300 ; バックアップ装置使用時必須 

set maximum packet receive buffers = 500 ; 必須 

set minimum packet receive buffe に = 100 ; 必須 

set maximum alloc short term memory = 13000000 ; 大容量構成時 

load c:nwpa /naload 

; 必須 

load vgadisp 

; 日本語表示用 

load c : advhm 330 slot=x / LUNSCANNING =1 
load c : adpt 160 m.ham sTot=x / lun = 2 

; N 8103 -5 日 SCSI ボード接続のデバイス用 
; N 8 103-56 SCSI ボード接続のデバイス用 

load c : scsihd.cdm 

; SCSI / DAC 接続八ードディスク用 

load c : scsimo.cdm 
load c : scsi 2 tp.cdm 

; SCS 愼続 M 0 用 
; SCS 暇続 TAPE 用 

load c : exideata.ham int=e port =1 f 0 
load c : exideata.ham int=f port =170 
load c : exidecd 2 .cdm 
load c : exidehd.cdm 

;内蔵 IDE Primary 用 
巧勵 DE Secondary 用 
巧蔵 IDE CD - ROM 用 
;内蔵 IDE HDD 用 

load c : mdac.ham slot=xxx 

; Mylex ディスクアレイコント□—ラ用 

load c : nwaspi.cdm 

; ARCserve 等の ASPI インタフエースを使用する AP 用 

load keyb」apan 

;106/109 キーボード用 


下線部の番号はシステムの環境によって変わります。 


n-O 下の SET パラメータをデフォルト値(409目)か5変更する場台は値をに04引未満に設 

Jpq 定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SEE 


導入編 
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• AUTOEXEC.NCF の記述例 （ INSTALL.NLM で編集 ) 


*1 


set Upgrade Low Priority Threads = ON 

set Time Zone =」 ST -9 

set Daylight Savings Time Offset =1:00:00 

set Start Of Daylight Savings Time = INVALID FORMAT 

set End Of Daylight Savings Time = INVALID FORMAT 

set Default Time Server Type = SINGLE 


set Bindery Context = 0 =AAA 
file server name SERVER 1 
ipx internal net 2 F 5 F 7382 

set minimum file cache buffers = 200 

mount all 

load cdrom 
load tsa 410 
load tsands 

scan for new devices 


*2 load rtssrv slot = 6 frame = etherne し802.2 name = rtssrv _ e 82 
*2 bind ipx rtssrv _ e 度 net = 11111111 


*2 load ce 100 b slot =1 0004 frame = ethernet _ 802.2 name = ce 100 b _ e 82 


*2 bind ipx ce 100 b _ e 82 net =22222222 


*2 load expb 4680 slo 卜 2 frame = ethernet _ 802.2 name = expb 468 0_ e 82 
で bind ipx expb 4 願 n 立 82 net =33333333 


*2 load dc 21 x 4 slot =3 frame = ethernet _ 802.2 name = dc 21 x 4_ e 82 
*2 bind ipx dc 21 x 4_ e 82 net =44444444 


*1 上記の時間帯情報はサーバをの前でなければなりません。 
*2 下線部の番号はシステムの環境によって変わります。 


;省略巧 


; CD-ROM 用 
;バックアップ装置用 


外付け AdaptecSCSI 接続テープ 
デバイス用 
内蔵 LAN 用 

を IPX ネットワークへドライバを 
バインド 

100 BASE - TX ( N 8104-8 己/ 

N 8己 04-7 己)用 

各 IPX ネットワークへドライバを 
バインド 

目468011 接続ホ''-ド ( N 8504-05/06) 用 
を IPX ネットワークへドライバを 
バインド 

B 468011 接続ホ''- K '( N 8504-2 张)用 
各 IPX ネットワークへドライバを 
バインド 
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NetWare 5/5. U 日本語版)のインストール 


NetWare 5/5.1 (日本語版）のインストール方まについて説明します。 

I M-O NetWare 5/5.1 (日本語版)をインスIルずる前にインスIルシステム(セットアップ 
用 MS-DOS) をセツトアップしてください。 


デバイスドライバのセットアップ 

サーバソフトウエアのインストールを行う前に NetWare 5/5.1( 日本語版)用差分デバイスド 
ライパを]: i 下の手順でインスI-ールします。 

1. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. MS - DOS プ□ンプト(こ続いてじ(下のコマンドを入力し < En おりキーを押す。 

C:¥> NW 已X 

インストール(こ必要なモジュールが八ードディスク(こコピーされます。 

3. < Y > キーを押す。 

セットアップを開始します。 

ヴーバソフトウエアのインス I ル 

デバイスドライバのセットアップが完了した後、じ(下の手順に従ってサーバソフトウエアを 
インストールします。 

n-O 杉下の SET パラメータをデフォルト値(4096)か5変更ずる場台は値をに048」未満に設 
5^ 定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SEE 

I; インストールの詳細については、 NetWare 5/5.1( 日本語版）のマニュアルを参照してくださ 

の卜1 ぃ。 

1. MS - DOS プ□ンプトに続いて]:>(下のコマンドを人力し < Enter > キーを押す。 

C:¥> NW 已 ENV 

MS - DOS の環境設定ファイルを更新し、システムのリブート後、英語環境で MS - DOS が起動します。 


導入編 
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2. NetWare 5/5.1 (日本語版）のマニュアルに従って NetWare 日/日.1付属の Operating System CD - 
ROM および License ディスクをそれぞれセットする。 

3. MS - DOS プ□ンプト(こ続いてじ(下のコマンドを入力し、 < Enter > キーを押す。 

C:\> Q: 

Q:\> INSTALL 

( CD - ROM ドライブが Q : のコマンド記述例） 

言語選択画面が表示されます。 

4. 「Select this line to install in 」 apanese 」 に力ーソルを合わせ、 < Enter > キーを押す。 

ライセンスに関する画面が表示されます。 

5. ライセンス情報を読み、表示内容に同意する場合は、 < F 10> キーを押す。 

同意しないとインストールされません。同意すると NetWare サーバのインストールを開始する画 
面が表示されます。 

目.インストールの種類と起動ディレクトリを設定する。 

その後、画面の表示(こ従って NDS バージョン、 CD - ROM ドライバ、サーバ ID 、 サーバの地域、マ 
ウスタイプとビデオモードの設定などを行ってください。 

NetWare のマニュアル （ r 概要/インストール」など）を参照してください。 

HDETECT . NLM の起動後、インストーラが自動的にお化したドライバを表示します。 

7. 「変更」を選択して不要なドライバおよび Express サーバ用の差分ドライバを追加する。 

それぞれのデバイスタイプのドライバにカーソルを合わせ、 < Enter > キーを押します。 

次ページの表を参考に削除するドライバにカーソルを合わせて < Dele ぉ>キーを押して<ださい。 

追加するドライバがある場合は、 < lnser わキーを押してドライバ選択画面を表示させてか6ドラ 
イバを選択し、必要なパラメータを設定してください。 

なお、インストール元パスが r (内蔵八ードディスク）」となっているドライバは、ドライバ選択画 
面で < lnser わキーを押した後、 < F 3> キーを押してパスを指定します。 

ド 削除/追加後、自動的にドライバの□ー ドが始まります。 



選択解除するドライバと追加ずるドライバの名称び同じでも、インストール元のパスび異なり 
ます。いったん解除してインストール元のパスを入力して選択追加してください。 
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デバイスタイプ 

使用するコント □ ーラ / 
デバイスなど 

削除する 
ドライバ名 

追加(使風する 
ドライバ名 

インストール元 
パス 

備考 


内蔵 IDE CD-ROM 

Primary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

じ吿 XPNW 己 X 

じ(下のパラメータを指定 

INT=E 

PORT=1F0 


内蔵 IDE CD-ROM 
Secondary お続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

じ吿 XPNWSX 

と又下のパラメータを指定 

INT=F 

PORT=170 

記憶アダプタ 

Mylex ディスク 
アレイコント□ーラ 

(N8103-52/N8503-44) 

N8503-52 

なし 

MDAC.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

ス□、ソト値など必要なパラメー 


N8503-44 

MDAC.HAM 

じ吿 XPI\IW5X 

夕を指定してください。 


N8 103-55 SCSI 

コント□-ラ 

なし 

ADVHM330.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

じ吿 XPNW 己 X 

ス□、ソト値など必要なパラメー 
夕を指定してください。 


N8 103-56 SCSI 

コント□-ラ 

ADPT160M.HAM 

ADPT160M.HAM 

(内蔵八ードディスク） 

じ生 XPNW 己 X 

ス□、ソト値など必要なパラメー 
夕を指定してください。 


内蔵 IDE CD-ROM 

IDECD.CDM 

EXIDECD2.CDM 

(内蔵八ードディスク） 

じ吿 XPNW 己 X 



ディスクアレイ 
コント□ーラ接続八ード 
六ィスク 

なし 

(SCSIHD.CDM) 

- 


記憶デバイス 

SCSI MO 

なし 

(SCSIMO.CDM) 

- 



SCSI テープデバイス 

なし 

(NWTAPE.CDM) 

- 

ARCserve 使用時は選択しない 
でください。 


SCSI テープデバイス 

なし 

(NWASPI.CDM) 

- 

バックアップ装置使用時は必須。 


本体内蔵 LAN 
(RealTek 81390 

KTC120.LAN 

RTSSRV.LAN 

(内蔵八ードディスク） 

じ集 XPNWSX 

ス□、ソト値など必要なパラメー 
夕を指定してください。 


Intel 100 BASE-TX 接続 
ボード 

(N8104-85/N8504-75) 

NetWare 5 
なし 

CE100B.LAN 

(内蔵八ードディスク） 

ス□、ソト値など必要なパラメー 

ネットワークボード 

NetWare 5. 1 
CE100B.LAN 

じ吿 XPNW 己 X 

夕を指定してください。 


B 468011 接続ボード 
(AMD) (1X18504-05/06) 

なし 

EXPB 4680 .LAN 

(内蔵八ードディスク） 

じ吿 XPNWSX 

ス□、ソト値など必要なパラメー 
夕を指定してください。 


B 468011 接続ボード (CIS) 
(N8504-25B) 

DC21X4.LAN 

DC21X4.LAN 

(内蔵八ードディスク） 

じ集 XPNW 日 X 

ス□、ソト値など必要なパラメー 
夕を指定してください。 


* N8103-52 を使用する場合で本体添付の EXPRESSBUILDER のパ'-ジョンが Ver. 2.059 の場合は、ボードに添付のドライバを使ってください。 
詳細はボードに添付のマニュアルを参照してください。 
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8. NetWare のマニュアルじ従って NetWare デイスクパーテイシヨンの作成、 NetWare ボリュームの 
管理、 Novell ディレクトリサービスのインストールなどの NetWare サーバシステムの設定をする。 

w-OiE 

CD - ROM のマウント中は、マウントび完了ずるまでしば5く待ってください。マウント中に 
キーボードか5の操作を行うとサーノ wn ンヴァッ プすることびあります。 

インストール終了時、サーバを再起動するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

9. 「 No 」 を選択し[再起動する必要があります!]ダイア□グボックスの [ OK ] ボタンをクリックする。 

10. < Alt > キーを押しなが 6< Es にキーを押して〕ンソール画面に切り替えてから 「 DOWN 」 と入力する。 
しば6くすると、 MS - DOS プ□ンプトの画面が表示されます。 

11. エディタに: ¥ D 0 S ¥ EDIT など)で U 下のようじ環境設定ファイルを修正し、フ□、ソピーディスクと 
CD - ROM をそれぞれのドライブか6取り化してか6サーバを再起動する。 

編集するファイル: C :¥ AUTOEXEC.BAT 

P 編集後- 

◎ECHO OFF 
path C :¥; C:¥dos 
prompt =$ p$g 
C : 

CD ¥NWSERVER 
SERVER 


編集するファイル： C :¥ CONFIG.SYS 

p 編集後- 

FILES =30 

BUFFERS =30 

country =1,437, C :¥ dos ¥ country.sys 
device = C :¥ dos ¥ ikeyb.sys /106 C :¥ dos ¥ jkeybrd.sys 
device = C :¥ dos ¥ ansi.sys 
shell = C :¥ command.com /p 


12. NetWare アップデートモジュールを適用する。 

Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の「サポート」一 「Minimum Patch List 」 を確認 
し、パッチ/アップデートモジュールが提供されている場合は、それ6を適用してください。 0 S 
インストール時(こ Web サイトか6モジュールをダウン□ー ドできる環境が整っていない場合は、 
環境が整い次第、早めに適用して<ださい。 

13. アップデートモジュールの適用後、 Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

NWC 0 NF にの r 環境設定オプション」メニューかプ□ダクトオプション」一 r リストにないプロ 
ダクトのインストール」を選択し、 < F 3> キーを押してパスに rC :¥ EXPNW 日 X 」を指定します。 
< F 10> キーを押すと、システムモジュールが自動的にインストールされます。 
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14. 必要なインストールが終了した6、システムコンソールか 6 J ：> (下のコマンドを入力する。 

DOWN 

MS - DOS プ□ンプトが表示されます。 

15. MS - DOS プ□ンプトでじ(下のコマンドを入力する。 

SERVER 

16. NetWare サーバ用管理ソフトウェアをインストールする。 

NetWare サーバ用管理ソフトウエアとして rESMPRO / ServerAgentJ、「Global Array Manager 
( GAM ) Server 」 などがあります。添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 か 6 インストールして 
ください。また、サーバ管理用 PC (こインストールしてサーバの管理•監視をするソフトウェアも 
EXPRESSBULDER (こあります。「ソフトウ： l ア編」を参照してインストールしてください。 

U 上でインストールは完了です。 

じ(下に NCF ファイルの例を示します。内容は使用する環境に従い編集する必要があります。 
辯継ま 「NetWare 用デバイスドライバの□-ド方法」またはオプション製品に関するマニュ 
アルや NetWare のマニュアルを参照してください。） 


• C:STARTUP.NCF の記述例 （NWCONFIG で編集 ) 


load vgadisp 

; 日本語表示用 

load keyb」apan 

;106/109 キーボード用 

load c : scsihd.cdm 

; SCSI / DAC 接続八ードディスク用 

load c : scsimo.cdm 

; SCS 愼続 M 0 用 

load cinwtape.cdm 

; SCSI 接続テープデバイス用 ( SBC 0 N ユーティリティ用） 

load c : exideata.ham int=e port =1 f 0 

;内蔵 IDE Primary 用 

load c : exideata.ham int=f port =170 

巧勵 DE Secondary 用 

load c : exidecd 2 .cdm 

巧蔵 IDE CD - ROM 用 

load c : exidehd.cdm 

;内蔵 IDE HDD 用 

load c:mdac slot=xxxx 

; Mylex ディスクアレイコント□—ラ用 

load c : adpt 160 m.ham slot=x / lun = 2 

; N 8103 -56 SCSI ボード接続のデバイス用 

load c : advhm 330 slot=x / lun = 2 

; N 8103-日日 SCSI ボード接続のデバイス用 

load c : nwaspi.cdm 

; SCS 暇続デバイス用 ASPI モジュール 


* 下線部の番号はシステムの環境(こよって変わります。 


n-O 杉下の SET パラメータをデフオルト値(4096)か5変更ずる場台は値をに048」未満に設 
定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SEE 


導入編 
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• AUTOEXEC.NCF の記述例 (NWCONFIG.NLM で編集 ) 


set Time Zone = 」 ST -9 

set TIMESYNC Type = SINGLE 

set Default Time Server Type = SINGLE 

> 

set Bindery Context = 0 =ABC 


# Note : The time zone information mentioned above 

# should always precede the SERVER name . 

# WARNING !! 


file server name SERVER 1 

;必須(ネットワーク上で固有の名前） 

# WARNING !! 

# If you change the name of this server , you must update 

# all the licenses that are assigned to this server . Using 

# NWAdmin , double-click on a license object and click on 

# the Assignments button . If the old name of 

# this server appears，you must delete it and then add the 

# new server name . Do this for all license objects . 

ServerlD 2468 ACE 


set minimum file cache buffers = 200 ; 省略巧 

LOAD IPXRTR 

LOAD RTSSRV.LAN SLOT =6 FRAME = ETHERNET _ 802.2 NAME = RTSSRV _1_ E 82 

— ; 内蔵 LAN コント□-ラ用 

BIND IPX RTSSRV 1 E 82 NET =1111 

LOAD IPXRTRNM 

LOAD TCPIP 

LOAD RTSSRV.LAN SLOT =6 FRAME=ETHERNETJI NAME = RTSSRV _1 _EII 

— ; 内蔵 LAN コント□-ラ"用 

BIND IP RTSSRV _1 _EII addr =1 11.222 .33.44 mask =255.255.0.0 

mount all 


LOAD TSA 500 

LOAD SBSC 

;バックアップ装置用 
;SBCON ユーティ リ ティ 用 

SERCH ADD SYS :¥ JAVA¥BIN 

SERCH ADD SYS :¥ JAVA¥NWGFX 
SYS :¥ SYSTEM ¥ NMA ¥ NMA 5 .NCF 

LOAD BROKER "SERVER 1. BROKER . ABC " 


# BEGIN SAS/PKE (ADDED by SASI ) 

LOAD SAS 

LOAD PKI 

# END SAS/PKE (ADDED by SASI ) 


LOAD DSCAT.NLM 

LOAD NLDAP.NLM 


# ConsoleOne の Console Manager および RConsoleJ のために RCONAGB . NLM が必要 

# LOAD SPXS 

# LOAD RCONAGB < ここにパスワードを人力ずる > 203416800 

STARTX.NCF 


* 1下線部の番号はシステムの環境(こよって変わります。 

*2 ユーティリティのパラメータなどについては、 NetWare のマニュアルを参照してください。 
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NetWare 用デバイスドライバの□—ド方法 


Express サーバ対応 NetWare 用デバイスドライバの□ー ド方まについて記述します。 


内蔵 IDE ドライバ 

種類 

EXIDEATA.HAM 内蔵 IDE 用 Host Adapter Module 
EXIDECD 2 .CDM 内蔵 DE 接続 CD-ROM 用 

EXIDEHD.CDM 内蔵 IDE 接続 HDD 用 

□-ド方法 

LOAD じ EXIDEATA iM 二 e port 二 1 f 0 ; EXIDECD 2 の前に□-ド必要。 

LOAD じ EXIDECD 2 

LOAD じ EXIDEATA int 二 f port 二170 ; EXIDECD 2 の前に□-ド必要。 

LOAD じ EXIDECD 2 

ま意事項 

• ドライバを□ー ドする前にじ(下のコマンドを実行してください。 

load c:npapatch ; NetWare 3.2 J の場合に必要 

;(同ーディレクトリの pm 312. nlnn を自動日ード） 
load c:nwpa /naload ; NetWare 3.2 」、NetWare 4.2 の場合(こ必要 

• nwpa . nim , nwpaload . nlm については、本書に従ってインス I ルしたモジュールを 
使用してください。 
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ディスクアレイ ( PCI ) ドライバ 

種類 

MDAC.HAM ディスクアレイコント日ーラ( N 81 04-52/ N 8503 -44) 

□ー ド方法 

LOAD C : MDAC.HAM slot 二 xxxx 
LOAD C : SCSIHD.CDM 

ま意事項 

• SLOT オプションは、使用する PCI ス□、ソト番号を指をします。省略して□ー ドする 
と番号が表示され、選択を促されます。指定が必要な SLOT の値を磕認する場合など 
に省略してください。 

• N 8103 -52 は NetWare 3.2 J をサポートしていません。 
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N 8 103-56 SCSI コント□—ラドライノて 


種類 

ADPT 160 M.HAM 

SCSIHD.CDM 

SCSI 2 TP.CDM 

NWTAPE.CDM 

SCSIM 0 .CDM 

NWASPI.CDM 

□-ド方法 


内蔵 AdaptecSCSI 用 Host Adapter Module 
内蔵 AdaptecSCSI 接続 HDD 用 
内蔵 AdaptecSCSI 接続 TAPE 用 (NetWare 3.2 J /4.2 用） 
内蔵 AdaptecSCSI 接続 TAPE 用 （NetWare 5/5.1 
S 目 CON 用） 

内蔵 AdaptecSCSI 接続 M 0 用 

内蔵 AdaptecSCSI 接続デバイス用 ASPI モジュール 


LOAD C : ADPT 160 M.HAM Slot 二 xxxx / Lun 二 yy 

LOAD CiSCSIHD.CDM .，へー ドディスクを使用する場合 

LOAD C : SCSI 2 TP.CDM ; TAPE デバイスを使用する場合 （NetWare 3.2 J /4.2 用） 

LOAD CiNWTAPE.CDM ; TAPE デバイスを使用する場合 （NetWare 5/5.1 

S 巨 CON 用） 


LOAD CiSCSIMO.CDM ; M 0 を使用する場合 

LOAD C : NWAS 円 . CDM ; ASPI インタフェースを使用する場合 


ま意事項 


• SLOT オプションは、使用する PCI ス□、ソト番号を指をします。省略して□ー ドする 
と番号が表示され、選択を促されます。指をが必要な SLOT の値を磕認する場合など 
に省略してください。 


• LUN オプションは使用するデバイスに対してス羊ャンする論理ユニット数を指をし 
てください。省略すると1つしかスキャンせず、複数の論理ユニットを持つデバイス 
(集合型ノ \、ソクアツプ装置など)が正常じ使用できません。 


• ドライバを□ー ドする前にじ(下のコマンドを実行してください。 


load c:npapatch ; NetWare 3.2 J の場合にのみ必要 

load c:nwpa /naload ; NetWare 3.2 」、NetWare 4.2 の場合(こ必要 

• nwpa . nim , nwpaload . nlm については本書に従ってインス I ■-'―ルしたモジュールを使 
用してください。 


• AIC 7870 . DSK を□—ドする場合、 ADPT 1 60 M . HAM および SCSIHD . CDM や 
NWASPI . CDM より先に□ー ドしてください。後に□ー ドしてしまうとじ(降の動作に 
支障をきたす場合があります。 

• ARCserve を使用する場合は、 NWTAPE / DLTTAPE を□-ドしないでください。起 
動ディレクトリ （ C :¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在する場合は、ファイル 
をを別名に変更して<ださい。 

• NetWare 3.2 J で内蔵 SCSI 接続のバックアップデバイスに対して S 巨 ACKUP を実行 
する場合、デバイスドライバの選択ではの1巨1-2 MM Tape Driver 」 を選択してくだ 
さい。 
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• S 巨 CON を使用する場合、 NWTAPE.CDM および NWASPI.CDM の両方を□-ドする 
必要があります。起動ディレクトリ （ C :¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在し 
ない場合は、じ(下のコマンドを実行してファイルをコピーしてください。 

C:\>CD C:\NWSERVER 

C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWTAPE .* 
C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWAS 円.* 
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N 81 03 -日日 SCSI コント□-ラドライバ 


種類 

ADVHM 330 .HAM 

SCSIHD.CDM 

SCSI 2 TP.CDM 

NWTAPE.CDM 

SCSIM 0 .CDM 

NWASPI.CDM 

□-ド方法 


外付け SCSI ボード ( N 8103 -55) 

SCS 暇続 HDD 用 

SCSI 接続 TAPE 用 (NetWare 3.2 J /4.2 用） 

SCS 暇続 TAPE 用 (NetWare 5/5.1 S 巨 CON 用） 
SCSI 接続 MO 用 
ASPI モジュール 


< NetWa「e 3.2 J /4.2 の場合> 

LOAD C : ADVHM 330 /SLOT 二と /LUNSCANNING 二： [ 
く NetWare 5/5.1 の場合> 

LOAD C : ADVHM 330 / SLOT 二 x / LUN 二 v 


LOAD CiSCSIHD.CDM 
LOAD C : SCSI 2 TP.CDM 
LOAD C : NWTAPE.CDM 

LOAD C : SCSIMO.CDM 
LOAD C : NWAS 円 . CDM 


SCSI 接続 HDD を使用する場合 

SCS 暇続 TAPE を使用する場合 (NetWare 3.2 J /4.2 用) 

SCSI 接続 TAPE を使用する場合 

(NetWare 5/5.1 S 目 CON 用） 

SCSI 接続 MO を使用する場合 
ASPI インターフェースを使用する場合 


ま意事項 


SLOT オプションは、使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドする 
と選択可能な PCI ス□、ソト番号が表示され選択を促されます。 

バックアップ装置を使用する場合、 STARTUP . NCF ファイルじ]: rF の記述を追力□し 
てください。 

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG 二300 

NetWare 3.2」 で S 目 ACKUP をイち用する場合、 S 巨 ACKUP . NLM を□—ドする前(こ、 
TSA 312. NLM を日ードしてください。また、 S 目 ACKUP のデバイスドライバの選択 
では rDBI -2 MM Tape Driver 」 を選択してください。 

NetWare 5/5.1 の場合、 LUN オプションは使用するデバイスに対してス羊ヤンする 
論理ユニット数 (Logical Unit Number ) を指定:してください。省略すると論理ユニッ 
卜番号0のデバイスのみをス车ヤンしないので、複数の論理ユニットを持つデバイス 
(集合型ノ \、ソクアップ装置など)が正常じ使用できません。 

ARCserve を使用する場合は、 NWTAPE または DLTTAPE は□ー ドしないでくだ 
い。起動ディレクトリ（通常は C :\ SERVER .312( NetWa「e 3.2 J ) または C : 
\ NWSERVER(NetWare 4.2 または NetWare 5/5.1)) にこれらのファイルが存在す 
る場合は、ファイルを削除するかファイルをを別をに変更してください。 

NetWare 3.2 J /4.2 と標準バックアップの組み合わせでは複数のテープにまたがる 
バックアップは未サポートです。 
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• S 巨 COM を使用する場合、 NWTAPE . CDM および NWASPI . CDM の両方を□-ドする 
必要があります。起動ディレクトリ（通常は C :\ SERVER .3 12 (NetWare 3.2 J ) または 
C :\ NWSERVER(NetWare 4.2 または NetWare 5/5.1)) じこれらのファイルが存在し 
ない場合は]: i 下のコマンドを実行してファイルをコピーしてください。 

C :\ CD : \NWSERVER 

C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWTAPE .* 

C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWAS 円.* 


ARCservelT 6.6 for NetWare を使用する際のま意-制限事項 

参ま意事項く NetWare 4.2/NetWare 日の場合のみ > 

ARCservelT 6.6 for NetWare 似下、 ARCservelT ) を使用する前に必ず]: i 下の手順1、 
手順2の両方を行ってください。 

— "〇 • NetWare 3.2J をご使用の場合には、次の手順を行わないでください。 

• 手順1の作業びすべて終了したことを確認後、手順2の作業を行ってください。 

• 手順2の作業びずべて終了ずるまでは Tape Library Option のインスIルや、デ 
バイスの環境設定などの操作はしないでください。 

手順 1_ CA ドライバへの変更 


1. ARCservelT をインストールする。 

インストール途中のアダプタボードドライバの選択では、下の項目を1回のみ選択します。 
複数選択しないで < ださい。 

— NetWare 4.2 の場合 ： 「Adaptec ASPI SCSI Manager J 
- NetWare 己の場合： 「Novell NetWare ASPI SCSI Manager 」 

2. サーバにて ASTART 6〕 マンドを実行し ARCservelT を起動する。 

複数の SCSI コント□-ラ(こ複数のテープデバイスを接続されている場合、この実行ではいず 
れか1つのテープデバイスが認識されます。 

3. ARCservelT マネージャ運用クライアントマシンか6デバイス管理ユーティリティを起動す 
る。 

4. デバイスマネージャの[編集]メニューか6、[ドライバの設定]を選択する。 

己. " NWPA . CDM " を選択保ちし、デバイスマネージャを終了する。 

6. サーバにて AST 0 P 6 コマンドを実巧し、 ARCservelT を unload する。 

この時、クライアントマシンでのデバイスマネージャを起動していると Abend を起こす場合 
がありますので、必ずデバイスマネージャを終了させてか 6 AST 0 P 6 を実行してください。 


92 






7. SYS : SYSTEM ¥ AST 0 P 6. NCF を ARCservet システムエディタもしくはメモ帳で開き 、 U 
下のように下続の巧を修正/追加する。 

UNLOAD VALIDATE 
UNLOAD STANDARD 
UNLOAD CHANGER 
UNLOAD TAPESVR 
REM UNLOAD ASPIBD 
UNLOAD CANWPABD 
UNLOAD CANWPA 
UNLOAD RAIDASPI 
UNLOAD ASRAID 
UNLOAD 目 OARDSVR 

8. サーバにて ASTART 6 コマンドを実行し ARCserverIT を起動する。 

この起動においてすベてのテープデバイスが ARCservet 上で認識できるよう(こなります。 

手順2 ASCONF に. INI へのオプション追カロ 


1. < ARCservelT のインストールディレクト iJ >¥ ASCONF に. INI を ARCservelT システムエディ 
夕もし < はメモ帳で開<。 

2. 下のようじ [ Loader ] セクションにある" CANWPA 目 D " と" TAPESVR " の□-ド行に 
CLEAR オプションと USEA 目 OVE 16オプションを追加する。 

オプションは大文字、ル文字の区別があります。 CLEAR と USEA 目 OVE 16オプションは 、大 
文字で追加して<ださい。 

[ Loader ] 

- 冲略） 

CSNLM 6= SYS :¥ ARCIT .」66¥ NLM ¥ CANWPA 目 D CLEAR USEA 目 OVE 16 

- 冲略） 

CSNLM 1 1= SYS :¥ ARCIT .」66 ¥TAPESVR USEABOVE 16 

《上記 CSNLMx は例ですので、環境(こよって番号は変わります。 

3. サーバじて AST 0 P 6 コマンドを実行し ARCservelT を unload する。 

4. サーバじて ASTART 6 コマンドを実行し ARCservelT を起動する。 

《手順2の作業がすべて終了したことを確認してか6 、 Tape Library Option のインストー 
ルやデバイスの環境設定を行って < ださい。 


• 制限事項 

< NetWare 3.2 J /4.2 の場合> 

集合型バックアップデバイスはサポート対象外です。 

く NetWare 3,2 J の場合> 

N 8 103-55 を2ホ处 i 上装着し、それぞれにバックアップデバイスを接続した環境はサ 
ポート対象外です。 
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1 00巨 ASE - TX 接続ボード体体内蔵 LAN ) ドライバ 


種類 

RTSSRV.LAN 本体内蔵 LAN 

□ー ド方法 

LOAD RTSSRV SLOT 二 xxxxx 

(NetWare 3.2 J で DOS パーティシヨンの NetWare ブートディレクトリにドライバがある 
場合、ドライバの前に C : をが力 日。） 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際には下のオプションを指定することができます。 


オプション 

デフオルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Etherne し802.2 

Ethernet _ 802.2 

EthernetJI 

Etherne し Snap 

Etherne し802.3 

NAME 

なし 

最大 1 7文字の固有の名前(省略巧） 

SLOT 引 

なし 

1か6始まる值 

SPEED 

自動お化 

10 (LAN 速度 ( Mbps )) 

100 (LAN 速度 ( Mbps )) 

FORCEDUPLEX が 

0 

0:自動お出 

1:半二重通信モード 

2:全二重通信モード 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドを実巧すると、 
アダプタ番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができ 
ます。 

が FORCEDUPLEX オプションを使用する場合は、必ず SPEED オプションで通信速度を「10」ま 
たは「100」に設定してください。 

ま意事項 

参 W 下の SET パラメータをデフォルト値 (4096) から変更する場合は値をに048」未満 
に設定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SIZE 

• NetWare 3.2 J / NetWa「e 4.2 を使用する場合 

ドライバを□ー ドする前に、下のパラメータを指をしてください。 

く NetWare 3.2 J > 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 500 (またはそれ JU 上） 
SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 700(またはそれ JU 上） 
<NetWare 42> 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 100 (またはそれ JU 上） 
SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS 二500(またはそれ JU 上） 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください（マザーボード上にある LAN コント□ーラについてもドライバを□一 
ドしなければなりません)。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル （ r システムアドミニ 
ストレータ」など)を参照してください。 
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1 00巨 ASE - TX 接続ボード( N 81 04-8 曰 / N 8 己 04-7 曰）ドライバ' 


種類 

CE 100 B.LAN N 81 04-85/ N 8504 -75 

□-ド方法 

LOAD CE 100 B SLOT 二 xxxxx 

(NetWare 3.2 J で DOS パーティションの NetWare ブートディレクトリにドライバがある 
場合、ドライバの前に C : を付力 日。） 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際にはじ(下のオプションを指定することができます。 


オプション 

デフオルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Etherne し802.2 

Ethernet . 802.2 

EthemetJI 

Etherne し Snap 

Etherne し802.3 

NAME 

なし 

最大 1 7文字の固有のを前(省略巧） 

SLOT 引 

なし 

1か6始まる値 

SPEED 

自動お出 

10 (LAN 速度 ( Mbps )) 

100 (LAN 速度 ( Mbps )) 

FORCEDUPLEX が 

0 

0:自動お出 

1:半二重通信モード 

2:全二重通信モード 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドを実行すると、 
アダプタ番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができ 
ます。 

が F 0 RCEDUPLEX オプションを使用する場合は、必ず SPEED オプションで通信速度を「10」ま 
たは r 100」(こ設定してください。 

ま意事項 

• W 下の SET パラメータをデフォルト値 (4096) から変更する場合は値をに048」未満 
に設定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SIZE 

• NetWare 3.2 J/NetWare 4.2 を使用する場合 

ドライバを□ー ドする前に、じ(下のパラメータを指をしてください。 

く NetWare 3.2 J > 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 500 (またはそれ W 上） 
SET MAXIMUM PACKET REC 曰 VE BUFFERS = 700(またはそれ W 上） 
<NetWare 4.2> 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 100 (またはそれじ(上） 
SET MAXIMUM PACKET REC 曰 VE BUFFERS = 500(またはそれ JU 上） 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください（マザーボード上にある LAN コント □ ーラについてもドライパを □ 一 
ドしなければなりません)。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル （ r システムアドミニ 
ストレータ」など)を参照してください。 
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B 468011接続ボード ( PCI ) ドライノて 


種類 

EXP 目4680 .LAN N 8504 -05/06( AMD ) 

□ー ド方法 

LOAD EXPB 4680 

(NetWare 3.2 J で DOS パーテ ィシ ヨンの NetWare ブート ディ レクトリにドライバがある 
場合、ドライバの前に C : をが力日。） 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際には下のオプションを指定することができます。 


オプション 

デフォルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Etherne し 802.2 

Etherne し 802.2 

Ethernet_ll 

Etherne し Snap 

Etherne し 802.3 

NAME 

なし 

最大 17 文字の固有のを前(省略巧） 

NODE 

ボー ドの值 

12 巧の 16 進数 

SLOT 

なし 

1 か 6 始まる槪 V 3.30 0 DI スペックドライバ 
使用時のみ） 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□—ドを実巧すると PCI 
ス□、ソト番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができま 
す。 


ま意事項 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル （ r システムアドミニ 
ストレータ」など)を参照してください。 

参 NetWare 3.2 J で使用する場合でも、 V 3.3 x 0 DI 仕様のドライバを使用してください 
(68 ページでセツトアップされます）。 
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巨468011接続ホード ( T ) ドライノて 

種類 

DC 21 X 4 .LAN N 8504 -25 目 

□—ド方法 

LOAD DC 21 X 4 

(NetWare 3.2 J で DOS パーティションの NetWare ブートディレクトリにドライバがある 
場合、ドライバの前にじをが力日。） 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際には下のオプションを指定することができます。 


オプション 

デフオルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Etherne し 802.2 

Etherne し 802.2 

EthemetJI 

Etherne し Snap 

Ethernet . 802.3 

NAME 

なし 

最大 17 文字の固有のを前(省略巧） 

NODE 

ボー ドの值 

12 巧の 16 進数 

SLOT 

なし 

1 か 6 始まる値 (V 3.30 0 DI スペックドライバ 
使用時のみ） 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドを実巧すると PCI 
ス□、ソト番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができま 
す。 


ま意事項 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください。 

• 目46801接続ボード ( T ) に添付の NetWare 3.に J 用ドライバは V 3.30 0 DI 仕様対応 
版とドライバをが異なります。インストール時にドライバをを磕認してください。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル（システムアドミニス 
トレータなど)を参照してください。 

• NetWare 3.2 J で使用する場合でも、 V 3.3 x 0 DI 仕様のドライバを使用してください 
(68 ページでセットアップされます）。 

• NetWare 4.2 の SMP 環境、あるいは NetWare 5/5.1 の MPK 環境では N 8504 -25 巨 
旧4680接続ボード ( T )) は使用できません。 


導入編 
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■ Memo - 
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